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トランスクリプトミクス分野

Division of Transcriptomics 
$ #A�� !4

ProfessorAYasuyuki Ohkawa, Ph.D. 

�分Öは �� �¶をÒ$Þ���É��ÞÈinw�Þ¥���w�Þ�Ê·»� �

~Þz�Í¹�° � ~ÞRIWHルNOQZ 	 ~Þ¸� � ~のÌ �� ~に=?·»活動

を�Øし1#るß

�分ÖはT_dNI`[T]INに=?Õj子´現をÀÄ的に解析,ること2°l

Ú御MNRムの解�にÏ­,ることを¶�し1#るß特にÐhuMーIエdLー<¼Ù

G]INを±#たqÕj子転写×ª定ÞゲノムcEUなIb\Pd解析%=8.の�Ê

Ø´をÉ01#るß9たÞÀÄ的解析&>{�した��を±#1ÞSーOÛ動�C[b

ーPに=るÕj子´現制御¤構の解�に;{?¾B2#るß

B@.<��	
"5;発

f細胞¼ÙG]IN�ÊのØ´を,,め1%?,¼ÙT_dNI`[Tーム解析を�

格化さ-1#る.��Ê2は,細胞をY_Y_に,ることな(¾Át«g2��を{�

,ることが|Æ2"る.���は,º!の³¯t«を�象としたSーO{�をÉ#,�Ê

の¦±性の�g,SーOのIG`RD�gをÉ0た.さ>に,¼Ù[bRGーム��,¼

Ùゲノム��の}�{�をÉ01#る.¼Ù[bRGーム2は,p²¡ÇしたMJVル

を©o|Æな�l ��ecise �missio� C��ce�i�g 
�ti�o�y ���C
��Ü�omim�ts� 
. et 

��., ��t��e Comm��., ���	ÝをØ´し,�手法を±#たSーO{�をÉ0た.��C
� 法

は,�象¾Áの¡Çと©oをÔ¿的にÂ?Ó,こと2,細胞のkÃ��をm�した99

MJVルjµ分子を含&}� ��� ºÀのOd2I®´現��を{�,ることが2�る.

��Ê&>{�されるSーOを±#1,細胞�態のZ化にB0た[�なMJVルjµ�

®の´現/EV]IN<,細胞ºにD\したエピゲノム�態の解析を,,め1#る.¼

Ùゲノム2は,D�
-seq�I�
をX�とした D�
Ã�構±の{�を^現し1%?,��Êを

±#たH}·»を,,め1#る. 

C@9�2* )��7&A�
��
�����/1,�����)27'

��細胞の�I2ÞD�
 は3NTdとの¥合l2"る1I:G.ーム構±をg成し1

#るß1I:G.ームがÔな0たIb\Pd構±はÞ3NTdの�©jEÁ<3NTd

Y`CdTÜ3NTd>ºÝの{?°%に=る動的な構±Zwに=01転写因子の[b

8ーOー¾W$の結合を¨定しÞ分化<´°のa»にn たゲノム��の{t¶qÞ!
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9?¶q的なÕj子´現の¯Yとな01#るß�分Ö2は特に3NTdY`CdTに�

¶しÞ,dピ9ーOを±#た{¨手法に=?��3NTdY`CdTÕj子のÀÄ的u

�に成功しÞ\*Nゲノムに\V,る��の3NTd�のY`CdTÕj子を �	 º}

定したßA¹Þ{たに}定した3NTdY`CdTが構成,るIb\Pd構±がÞÕj

子´現をどの=�に制御し1#るの&解�を²め1#るß 

?��はÞ3NTd 
�	のCE.Z+ームのf!2"る 
��c��の¤Æを解析したß

ÀÄ的なÕj子´現解析に=?Þ
��c��は\*N�F期Ü�������Ýの 2特異的にÃ

´現,ることが�>&とな0たßC�I����C�s� に=? 
��c�� �x\*NをC¤したと

こ(Þ のg態<��さÞ��細胞の分化に¿¢な異cは§>れな&0たßf|2 ��
-

seq解析に=?Þ��´°<分化に¸)るÕj子�Ü�e��o� < ����などÝの´現がZ

化し1#ることがK�したßさ>に 
��c�� はIb\Pdに¾%°9れることが�ªさ

れÞÕj子´現«�に¸<,る|Æ性が�TされたßAg=?Þ
��c��は g成.の;

のには必½2はな#がÞ́ °´¹に%�るÕj子´現制御に·要なhLをr�と�$>

れるß 

�@���
	����	
7'

�i�g�e ce�� ��
-seqSーO解析手法��
o�geをØ´し,¬zを´£した�M�eh��� 
., 

et ��., ��t��e Comm��., ����.�.�手法2は,��
 �e�ocity をn±し,細胞がどの=�

にZ化し<,#&,どの¹�]定&と#0た,細胞�態を制御,る5ITルYの推定に

成功した.細胞³Sの分bとなる制御�の推定が|Æ2"?,細胞³S制御の¯解<¡

dn±に��た{し#�§のMJに!ながることが期待される.9た,Pº³態Ld[

ルに!#1Þ特にk×�lを±#たT_dNI`[T]IN解析をÞH}·»を=lに

²めたÜ���i��o �., et ��., �ci 
��. ����, M���t� M, et ��., Ce�� �e�. ����, 

@Ýß現VはÞf�¿� ��
-seq, sc��
-seq解析を²めるとと;にÞ��
-seq�I�
解析

に=る¼ÙT_dNI`[Tーム解析に;�手し1#る. 

�@�����	
"5;発

�分Ö2は�め1`yの細胞を±#1エピゲノム��を{�2�る�Ib\PdsG

�­ÜCh�om�ti� I�teg��tio� L��e�i�g� ChIL��法をØ´し1#るÜ
����� 
. et ��., 

��t��e Ce�� 	io�., ����, 
���� �. et ��., ��t��e ��otoc., ����Ý.���は,ChIL-

seq をX�とし1{たなG]IN解析�Ê sci-mtChIL-seq な>8に��解析手法をØ

´したÜ���ii �., et ��., ��t��e Comm��., ����.Ý.�手法2は,f細胞:5ル2 ��


6`7_ー- IIと転写因子;3NTdなどのエピゲノム因子の}�解析が|Æ2"る.

これを±#1Þ\*Nの骨格筋分化´¹のSーOを{�した.��
6`7_ー- IIの結

合�態にX"�Þ¥yの sci-mtChIL-seqSーOを�合,ること2,Õj子�とに転写の
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活性化に必要なエピゲノム制御動態の推定手法を構築し,骨格筋細胞に特異的な転写因

子 MyoD,Myogの結合順序を含めた制御動態の推定に成功した.将来的にsci-mtChIL-seq

は分化などの現象に際したエピゲノム動態の解析に有力なツールとなることが期待さ

れる. 

(0-:
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学会発表（口頭発表）

1. W^ g�.（202�/1/19）

�£1:*�2 %�����¡QJfの�§{E�v«�FIoTkC�P�C�b��開

�生Q�学のp展開. （招待講演）

第 �2回 W¤W学/";�4=$;!';)= #9=&'2.=, W¤. 

2. W^ g�.（2025/12/
）

�� ��n��§�b�£�2 %.（招待講演）

第 
8回q本HY生物学会`会 8;*7;'2.=, �X^. 

�. W^ g�.（2025/11/21）

�nnoCations in Omics �riCing Cancer %esearch and Clinical PerspectiCes. （招待講演）

第 1�回 Cancer Stem Cell Symposium, �]. 


. W^ g�.（2025/11/18）

S��£�2 %j�U�の開����,2��研究hwの�会[��のO���. （招

待講演）

��!�S#;0$�3 2025, u@. 

5. W^ g�.（2025/10/21）

�£�2 %の���S�j�開��P	�Aeの展s. （招待講演）

/";(95=#7;&第 �回GS�Va会�, u@. 

�. W^ g�.（2025/10/�）

?_W学��	�N>���2 %m}���
 ～N>���v���£�2 %�～. 

（招待講演）

第ª回�医�<Dc6/+-�研究会, �]. 

7. W^ g�.（2025/5/1�）

N>��1:*�2 %���¦x�HLJfzyの�r～j�開��¥K
�p��
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医学研究の展開～. （招待講演）

第 10回血管生物医学会若手研究会, 熊本. 

8. Yasuyuki Ohkawa. （2025/5/27）

Single-cell multi-omics analysis of age-associated epigenomic changes by integrating 

transcriptomic and chromatin profiling. （Poster）

89th Cold Spring Harbor Laboratory Symposium, Cold Spring Harbor, United States.
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メタボロミクス分野

Division of Metabolomics
e d¡�[ NT

Professor¡Takeshi Bamba, Ph.D.

z分野では，代謝 のº体であるメタボロームを解析するた'の技術Ô発およびメ

タボロミクスの応用研究にbり組1でいる．メタボローム解析は，8ノム�l
らÍ

W，»Ç過°を経て生成したÑ´に基��P分子化g の化学変化を^�的に�えた

ものであり，8ノム�lに�もÖ�した高解U度表現型解析手�である．す�/�，

遺伝子発現変動)生体内外の環境変動��の様���動下において，その影響がは�

�りと表現型に現.に�いmgであ�ても，メタボロームデータを�用する�とで生

体内の変化を代謝 の変動，す�/�代謝プロファイルとしてÊ細に表現する�とが

可能である．そのた'，メタボローム解析によ�て8ノム�lのtÀ¸果)f±�動

の影響をÊ細に¢解で�.#，病�のÈ�)病態発症メカニズムの解析，医¿iの¿

[・�性評価��，vxい分野での応用が�|で�る．��は，細胞内の代謝�lを

高精度にÃ�するた'に，�±のクロマトグラフと 16 dの質量分析Åを駆Rした高�

度
つ定量的�メタボローム分析手法をÔ発している．�らに，Ô発した分析手法を

用いて疾患と代謝の関連性について基®
ら応用&でのvxい研究をuÔするととも

に，他のオミクスとの¹g解析をt�している．

z分野は 2015 年 3 �にÔÆ�.Øm健eが教授として]'ている．2025 年度は，

Øm健eの%
，h�自�（准教授），Û��a（Z教），田§¯（特J准教授），

«q©（特JZ教），学術研究c 4 `，一Æ制\gÄ°大学Ö生 6 `，QgÄ°学生

1`，学Ï生 1`，テクニカルスタッフ 8 `，G]¾Lc 1`のgÅ 26`の体制で研

究�動をÀ�た．&た，Û新的R­研究Ô発�~G�（AMED��REST），Z¿®R­技

術�~基盤プラットフ,ーム（AMED� B�NDS），研究成果�ÍuÔ�~プログラム（
ST

A�STEP），D�t����i �n iBMS の研究Ô発（NED�），ムーンシ>ット（
ST），v�的

Z造研究|ËG�（
ST��REST），Û新的 
� 技術ZVG�（
ST�
t��），Û新的医療

技術研究Ô発|ËG�（�学k共同型）（AMED�A�M
A�N），ライフ0イエンスデータ

<ース¹g|ËG�¹g化|Ëプログラム（
ST�NBD�），ª研Ç学術変ÛÜd研究 A，

ª研Ç基盤研究 S，ª研Ç基盤研究 A，ª研Ç基盤研究 B，ª研Ç基盤研究 �，ª研Ç

¼手研究��の¾ZÒによる�~を]け研究をt�した．
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¢ @51:%*����Q�a����]��_�K�x�L�S��f 	�

リピドミクスにおいては，分Ù性能と定量精度のE¬が解析¸果のPÝ性をp^す

る重要�要´である．本研究では，複�のリピドーム分析手法を対象として分Ù特性

および定量精度の体´的評価をt�した．特に，脂質分子±の�性体分Ù能，ピーク

形状，再現性およびマトリックス影響のÃ�
ら�É�ÃをÀ�た．

その¸果，f手法の分ÙÎw性と定量特性のÌいを明§化し，¢的に応"た分析法

ÎwのyÓを}¨した．本研究は，リピドミクスデータのi質OÃおよび�法��化

にaけた基盤的¥Áを}Nするものである．

£ PR��.CF;`b�|����@51:%*E7C.#:%*�U�

i�S��f ���

動脈¦化性心血±疾患の発症にはリ=タンパク質の量$けで��質的変化が関与す

ると¸えら.ている．本研究では，心¯�e好発性 ���LM� ウ0ギを用いて，リ=タン

パク質³子の脂質分子±およびア=リ=タンパク質を対象とした定量リピドミクスお

よびプロテオミクスの¹g解析をt�した．

その¸果，s来のコレステロール)トリグリセリド�度とは�¬して，�LDLおよび

LDL ³子中の長Ôßhセラミド分子±がU動脈アテローム形成のW��×において�

uにf加し，病変の重症度と相関する�とを明ら
にした．�らにネットワーク解析

により，脂質クラス特�的�変動パターンが動脈¦化Ëuに関連する�とを¨した．

本研究は，リ=タンパク質³子の脂質組成に¤¢したhnオミクス解析により，U動

脈アテローム形成機構の¢解および新規バイオマーカー探索に重要�¥Áを}Nする

ものである．

� ��upK%C90&?6 F���H��A(FA"0$)BF0va

KQ��S��f ���

Hµアルコールエトキシレートは，�Ú�性Yとしてx�R用�.る工�化学 質

であり，同�体およびK·�性体の分ÙがÄÞであ�た．本研究では，超»��体ク

ロマトグラフ)ーを用いて，�.らの同�体およびK·�性体の高分Ùをt現した．

O持z動の解析
ら，�性相互作用および��性相互作用の寄与を明ら
にし，S	�

の�性体分Ù能の高�をtÃした．本成果は，S	� の分Ùª学的�用性を¨すととも

に，複Ø�g 解析への応用uÔを可能とする基盤的研究である．

¤ $?A ����� ���"2D,#9F�X�#$)@5D�^~Y+F'-

0Qio��発�S��f ���

－49－



オキシリピンは炎症および酸化ストレス応答に関与する生¢�性脂質であり，¬体

Îw的解析が�'ら.ている．本研究では，キラル�体クロマトグラフ)ーとタンデ

ム質量分析を組&g/#，エ7ンチオマーをb'x²2オキシリピンの一U分析法を

構wした．

本手法により，s来1 であ�た¬体�性体レ<ルでの網羅的定量を可能とし，生

¢�性脂質の精密機能解析に資する分析基盤を§¬した．本研究は，脂質メデ)エー

ター研究および疾患バイオマーカー探索への応用が�|�.る．

¥ �
���� ����Mcmlt��Mcg�Gr����9A,(D/ )>

Dmj学�=/A�l��S��f �	�

超»��体クロマトグラフ)ーにおけるO持機構は，v動相密度変化)固定相特性

の影響により複Øである．本研究では，分子��子とシステム��子を¹gした機a

学�モデルを構wし，複�の分析[!をd�的にQ�O持時間��モデルをÔ発した．

本モデルはh様�固定相・v動相[!下で高い��精度を¨し，s来の単[! �SRR

の��を%Xした．O持機構の¢解h化と[m的メ
ッドÔ発を可能とする¢論基盤

を§¬した�にu~がある．

¦ 30�q<+8CF;�U�W���naI�s ����� Qio�K�x�

L�S��f ���

ヒト血�メタボロームデータの¹g)用を¢的として，��性代謝 を対象とした

L��MS 分析法の性能評価をt�した．分Ù特性，�V�度，再現性および定量9定性

を�É��し，データ¹gにÍした分析[!を明§化した．

本研究は，大規模コホート研究)複�R�におけるメタボローム分析におけるデー

タ��化の基盤を}Nするものであり，<来的�精密医療および$(化医療への応用

uÔが�|�.る．

§ �
����!#D=4@. ��Qi������<+8C:%*Zy��発

�S��f ���

イオンモビリテ)分Ùを組&g/#た MALD��MS をヒト血漿中のP分子量代謝 解

析にÍ用し，1 �体 1 u 内で�定可能�超高速メタボロミクス手法を§¬した．ア

セトニトリルE�の&のx#�前'¢により高い再現性を§Oし，z 1�000 ±の代謝

 由来シグ7ルを9定して�Vした．�らに，Lら.たデータ
ら複�のが1±にお

ける患者n(化が可能である�とを¨し，大規模バイオバンク解析にaけたビッグデ

ータ生成基盤を構wした．
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本研究成果は，大規模バイオバンク試料を対象としたビッグデータ生成を可能とす

る次世代メタボロミクス基盤として重要であり，精密医療および新規バイオマーカー

探索の加速に資するものである．

¨ OV{}

今年度のその他の研究成果として，高度プロテオミクスおよび脂質固定化ビーズ技

術を用いた脂質－膜タンパク質相互作用の網羅的同定（九州大学・松森教授らとの共

同研究：原著論文 1），健常および肥満マウス肝臓における飢餓応答性代謝ネットワ

ークの構造的堅牢性と時間的脆弱性の解析（東京大学・黒田教授らとの共同研究：原

著論文 2），人工膜モデルを用いたニコチンアミドモノヌクレオチド（NMN）の皮膚透

過性評価（大阪大学・内山教授らとの共同研究：原著論文 3），タッピングモード走

査型プローブエレクトロスプレーイオン化法による単一細胞脂質質量分析イメージン

グ（大阪大学・豊田教授らとの共同研究：原著論文 4），ヒト iPS 細胞由来膵島細胞

分化における PPARαの制御機構の解明（大阪大学・下村教授らとの共同研究：原著論

文 5），2型糖尿病患者における血漿ジアシルグリセロールと頸動脈内膜中膜厚との関

連解析（大阪大学・下村教授らとの共同研究：原著論文 6），塩化セシウム密度勾配

超遠心法を用いた組換えアデノ随伴ウイルスの精製および特性評価（大阪大学・内山

教授らとの共同研究：原著論文 7），E3ユビキチンリガーゼ RMND5Aによるヒト神経幹

／前駆細胞の自己複製性維持機構の解明（九州大学・中島教授らとの共同研究：原著

論文 8），肝再生が加齢関連遺伝子発現および代謝機能変化に及ぼす影響の解析（九

州大学・鈴木教授らとの共同研究：原著論文 10），2 型糖尿病患者における血漿トリ

グリセリド中ミリスチン酸と代謝機能障害関連脂肪肝疾患との関連解析（大阪大学・

下村教授らとの共同研究：原著論文 11），乾癬様皮膚炎モデルにおける SULT2B1 の上

皮－免疫微小環境恒常性維持への寄与（九州大学・國村准教授らとの共同研究：原著

論文 12），好中球細胞外トラップ形成および静脈血栓症におけるホスホリパーゼ D1

の役割（九州大学・宇留野准教授らとの共同研究：原著論文 13），高度肥満患者にお

ける血漿ステロイドプロファイルと減量手術後体重減少との関連（九州大学・小川教

授らとの共同研究：原著論文 15），成長板軟骨細胞のエネルギー代謝制御を介した

Dnmt1 による骨長決定機構の解明（愛媛大学・今井教授らとの共同研究：原著論文 16），

自律性コルチゾール分泌患者における炎症マーカーとステロイドプロファイルおよび

骨状態との関連（九州大学・小川教授らとの共同研究：原著論文 20）について論文発

表した．
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学会発表

1. Takeshi Bamba. (2025/4/18)

Development of next generation metabolomics technologies.（招待講演）

Redox Week in Sendai 2025, Sendai.

2. Takeshi Bamba. (2025/4/27)

Development of advanced analytical technologies for next-generation metabolomics.（招待講演）

The 2025 International Symposium on Functional Metabolomics and Translation to Chronic 

Diseases, Dalian.

3. Fumio Matsuda, Ryosuke Hayasaka, Taihei Torigoe, �ozo Nishida, Yushi Takahashi, Masatomo 

Takahashi, Takaki #ka, Yuki Matsuzawa, Takato �iuchi, Akiyasu C. Yoshizawa, Yoshihiro Izumi, 

Shu8iro #kuda, Hiroshi Tsugawa, Akiyoshi Hirayama. (2025/6/4)

The Shin-MassBank pro8ect� Generation of high-quality product ion spectra from public 

metabolome datasets with FDR-controlled metabolite annotation. （7スター発表）

73rd Conference on Mass Spectrometry and Allied Topics (ASMS 2025), Baltimore.

4. 馬場 健史．(2025/6/9)

次世代リピドーム解析プラットフォーム構築に向けた技術開発．（特別講演）

第 67回 日本ºÉ生化学会，�京．

5. ×� �`．(2025/6/10)

IC-MS �£�たメタボロミクス研究FOの紹介ßÁ�性代Æ物の×分ÒJ×�度分析ß．

（招待講演）

Dionex IC技術Ä�会 2025 大阪，大阪．

6. Ben8amin Caux, ClIment De Saint �ores, Ramy Abou-Naccoul, Shinnosuke Horie, Toshiyuki 

Yamashita, Takeshi Bamba, Caroline West. (2025/6/17)

#nline SBSE-SFE-SFC-MS to Analyze Migrating Plastic Additives in Medical Solutions and 

Biological Matrices.（7スター発表）

54th International Symposium on High Performance Liquid Phase Separations & Related 

Techniques (HPLC 2025), Bruges.

7. ×� �`．(2025/6/16)

IC-MS �£�たメタボロミクス研究FOの紹介ßÁ�性代Æ物の×分ÒJ×�度分析ß．

（招待講演）

Dionex IC技術Ä�会 2025 �京，�京．

8. Yoshihiro Izumi. (2025/6/22)

Development and application of highly sensitive metabolomics analysis using LC/MS.（日本ÉÎ

分析学会o[È aÈ講演）

10th Asia-#ceania Mass Spectrometry Conference (A#MSC2025), Ishigaki.
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9. Masatomo Takahashi, Yuki Soma, Akari Ikeda, Akiyoshi Hirayama, �anako Tokito, Michiyo 

Hishikawa, Satsuki Ikeda, Yuri Imado, Tsutomu Terauchi, Takayoshi Matsuda, Yoshihiro Izumi, 

Takeshi Bamba. (2025/6/23)

%uantitative metabolomics for human plasma using stable isotope-labeled internal standard 

mixture (SILIS).（口頭発表）

10th Asia-#ceania Mass Spectrometry Conference (A#MSC2025), Ishigaki.

10. #midreza Heravizadeh, �ohta Nakatani, Noriyuki Tomiyasu, Taihei Torigoe, Toshiyuki 

Yamashita, Masatomo Takahashi, Yoshihiro Izumi, Takeshi Bamba. (2025/6/23)

Development of Global Machine Learning Models for )nderstanding Retention Mechanisms and 

Predicting Retention Time in Supercritical Fluid Chromatography/Mass Spectrometry.（7スター

発表）

10th Asia-#ceania Mass Spectrometry Conference (A#MSC2025), Ishigaki.

11. Taihei Torigoe, Masatomo Takahashi, #midreza Heravizadeh, �azuki Ikeda, �ohta Nakatani, 

Yuki Soma, Takeshi Bamba, Yoshihiro Izumi. (2025/6/23)

Comprehensive structural annotation of unidentified hydrophilic metabolites based on 
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Takeyama, Masaki Matsumoto, Takeshi Bamba. (2025/6/24)

Multi-omics measurement platform driving next-generation biomanufacturing.（招待講演）
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Development of a %uantitative Analysis Method for Blood Metabolites )sing a Multi-HPLC 

Analysis System for Accurate Health Monitoring.（7スター発表）
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16. �osuke Hata, Asako Sakaue-Sawano, Masatomo Takahashi, Mamoru Hirafu8i, �ohta Nakatani, 

Masaki Matsumoto, Takeshi Bamba, Atsushi Miyawaki, Yoshihiro Izumi. (2025/6/25)

Development of mass spectrometry-based single-cell multi-omics analysis.（7スター発表）

10th Asia-#ceania Mass Spectrometry Conference (A#MSC2025), Ishigaki.

17. �田 gË，×� �`，­ Z�，�本 ÙÃ，馬場 健史，g� »�．(2025/7/2)

In vitro¯~性評価のための LC/MS8ル)オミクス
ッセイ¤の構築��£．（7スター

発表）

第 52回 日本~性学会学術年会，NÔ�．

18. 馬場 健史．(2025/7/15)

SFC�£のq9«Øデータ��もにÆる SFCのr£性．（特別講演）

Êµ��Mクロ8トグラフィー (SFC) �£のq9«Webinar, Web開催．

19. Yuri Imado, Masatomo Takahashi, Yuki Soma, Shunsuke Aburaya, �ohta Nakatani, Yoshihiro 

Izumi, Takeshi Bamba. (2025/7/22)

Development of basic technology for integration of human plasma metabolomics data.（口頭発表）

第 27回 生^研リトリート 2025, E�．
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代Æ物構Î&�プログラムの
ンサン�ル学­に�る×³度�デルの開発．（7スター発
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ÉÎ分析インフォ8ティクス研究会 第 10回 S開�ーク%=ップ（2025年），�京．

21. Takeshi Bamba. (2025/8/12)

Development of advanced analytical technologies for next-generation metabolomics.（招待講演）

Metabolomics Seminar 2025, Bandung.

22. 馬場 健史．(2025/9/4)

µYオミクス解析に向けたリピドーム分析プラットフォームの開発．（招待講演）

�ASIS 2025, =¼．
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の開発．（招待講演）

�ASIS 2025, =¼．

24. ­ Z�，×� �`，�本 ÙÃ，馬場 健史，g� »�．(2025/9/4)

×�度8ル)オミクス分析%ステムの開発．（7スター発表）

»|�向性R¦学 ¹f�ーク%=ップ 2025, Ö2．

25. 馬場 健史．(2025/9/10)

次世代メタボロミクスの技術開発に関する研究．（生物工学Z¬È aÈ講演）

第 77回 日本生物工学会大会，XP．
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26. 馬場 健史．(2025/9/11)

DXjÏに向けたメタボローム分析技術の開発．（招待講演）

第 77回 日本生物工学会大会，XP．

27. �馬 aV，+ Z-，×� �`，g� »�，馬場 健史．(2025/9/11)

ICP-MS�£�たJG£Å薬$の"¦物�大´»表�Iに#�る]Ûの³w．（�·講演）

第 77回 日本生物工学会大会，XP．

28. ÞË 大}，×� �`，Heravizadeh #midreza, �田 gË，$È ¶L，馬場 健史，g� »

�．(2025/9/12)

)nified-HILIC/AEX1ip×&�に�る構Î
�テー%=ンの評価．（�·講演）

第 77回 日本生物工学会大会，XP．

29. ?田 ZLÍ，×� �`，品� <d，$田 .-，�田 gË，^½ ß¿p，�馬 aV，

m{ �M，馬場 健史，g� »�．(2025/9/12)

JGd分の¶¸¨sÎÀ�のための8ル)�ード HPLC分析%ステムの開発．（�·講演）

第 77回 日本生物工学会大会，XP．

30. g� »�，×� �`，�馬 aV，�田 gË，$È ¶L，ÞË 大}，­ Z�，O� ,

W，�田 史生，�崎 º�Í，馬場 健史．(2025/9/12)

バイオものづくり研究�支援する×�度メタボロミクス�ッグデータ@_に向けたj©

技術の開発．（�·講演）

第 77回 日本生物工学会大会，XP．

31. Yoshihiro Izumi. (2025/9/20)

Development of a Single-Cell %uantitative Multi-omics Analysis System.（招待講演）

2025年 $FÉÎ分析学術会Ç，�>�Ó州U．

32. 馬場 健史．(2025/9/25)

次世代バイオものづくり�Ý\する×度オミクスÁ�C解析j©の開発．（招待講演）

Laboratory Automation Developers Conference 2025 (LADEC 2025), �京．

33. Yuki Nakamura, Mayuko Yoda, Yoshihiro Izumi, Atsushi Hatano, Riyo �onishi, Daiya #hara, 

Yukie �ashima, Masatomo Takahashi, �ohta Nakatani, Takeshi Bamba, Alexis Vandenbon, 

Yutaka Suzuki, �ei8i Hirota, Masaki Matsumoto, Masakazu Toi, Norikazu Masuda, �osuke 

�awaguchi, Shinpei �awaoka. (2025/9/27)

Low albumin-correlated systemic immunosuppression in metastatic breast cancer patients.（7スタ

ー発表）

第 84回 日本�学会学術ª会，Õ�．

34. 馬場 健史．(2025/10/1)

次世代メタボローム分析技術の開発．（招待講演）

¾�研セミナー j«��学�q� NMR解析� 第 11回�ーク%=ップ，吹田．
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35. Ben8amin Caux, Clement De Saint �ores, Ramy Abou-Naccoul, Horie Shinnosuke, Toshiyuki 

Yamashita, Takeshi Bamba, Caroline West. (2025/10/6)

Combination of SBSE with online SFE-SFC-MS system to Analyze Migrating Plastic Additives in 

Medical Solutions and Biological Matrices.（口頭発表）

SFC E)R#PE 2025, Basel.

36. Takeshi Bamba. (2025/10/7)

Advancements in Lipidome Analysis Technologies Based on Supercritical Fluid 

Chromatography/Mass Spectrometry.（招待講演）

SFC E)R#PE 2025, Basel.

37. g� »�．(2025/10/7)

次世代バイオものづくり�Ý\する×度オミクスÁ�C解析j©の開発．（招待講演，7

スター発表）

2025年度 バイオものづくり分Ô8ッ)ング会，{�．

38. ×� �`．(2025/10/7)

メタボローム解析支援 ß§±6CJGの×品ÉのメタボロームcK��zに�°¡��

�JÜの¸
b
���のプロセス�qÑ化ß．（7スター発表）

2025年度 バイオものづくり分Ô8ッ)ング会，{�．

39. Takeshi Bamba. (2025/10/8)

New Horizons in Metabolomics with SFC-MS.（招待講演）

Shimadzu SFC )ser Meeting 2025, Basel.

40. mH (�，ÞË 大}，×� �`，g� »�，}z �¥，�田 史生．(2025/10/15)

生Mサンプル¥u×品Éス5クトルライ�ラリMassBank Humanの構築．（7スター発表）

第 19回 メタボローム%ン7��ム，�e．

41. Fitri Hasnaulia Wargadipura, z! 0W，w� mÉ，$田 .-，田� �，$È ¶L，×

� �`，g� »�，馬場 健史．(2025/10/15)

生MÅl$のt�代Æ物の構ÎC機能解析に向けた©eプラットフォームの開発．（7ス

ター発表）

第 19回 メタボローム%ン7��ム，�e．

42. ÞË 大}，×� �`，#midreza Heravizadeh, [� �|，�田 gË，$È ¶L，�馬 a

V，馬場 健史，�田 史生，�{ Àd，g� »�．(2025/10/15)

MassBank in silico� 構Î
�テー%=ンのための解析�イプラインの構築．（7スター発

表）

第 19回 メタボローム%ン7��ム，�e．

43. £田 �¢，Ú� Q，�{ 大|，�½ 4，馬場 健史， � 大5．(2025/10/15)
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8トリックス支援�ー�ー³Òイオン化ÉÎ分析�8Ð
た 1yM 5 t�のÊ×Í分析．

（7スター発表）

第 19回 メタボローム%ン7��ム，�e．

44. �田 史生，×� a`，mH (�，ÞË 大}，×� �`，O oË，�� -¥，s6 É

)，B� �Z，g� »�，�{ Àd，}z �¥，n田 PGÍ．(2025/10/16)

%ンC8スバンクÞMassBank �$ードh4に�けたメタボロームデータ7解析�イプラ

インの構築．（口頭発表）

第 19回 メタボローム%ン7��ム，�e．

45. ×� �`，�田 gË，­ Z�，�本 ÙÃ，馬場 健史，g� »�．(2025/10/16)

In vitro ¯~性評価のためのÉÎ分析8ル)オミクス解析%ステムの開発��£．（7ス

ター発表，口頭発表）

第 19回 メタボローム%ン7��ム，�e．

46. [� �|，ÞË 大}，�田 史生，g� »�，�{ Àd．(2025/10/16, 10/17)

代Æ物構Î&�プログラムの
ンサン�ル学­に�る×³度�デル MS-Emblator の開発．

（7スター発表，口頭発表）

第 19回 メタボローム%ン7��ム，�e．

47. Takeshi Bamba, �azutaka Ikeda, �ohta Nakatani, Hirofumi Fu8imoto, �enta Matsumoto, Masaki 

Yamada, Daisuke Saigusa, Hiroshi Tsugawa. (2025/10/31)

Towards a Next-Generation Comprehensive Lipid Analysis Platform and the Standardization of 

Lipidomics in �apan.（招待講演）

4th International Lipidomics Society Conference (iLS 2025), Madrid.

48. *' もも	，z崎 \A，zx g%，Ì Xp，馬場 健史，6z Ï．(2025/11/3)


ロ�
�: NMNリ7�ームに�る発�;vのyÂ．（7スター発表）

第 98回 日本生化学会大会，京都．

49. mH (�，ÞË 大}，×� a`，O nË，�� -¥，s6 É)，×� �`，B� �

Z，g� »�，�{ Àd，}z �¥，n田 PGÍ，�田 史生．(2025/11/3)

MassBank�$ードの4tに向けた Shin-MassBankプロ��クトの@り¨�．（7スター発

表）

第 98回 日本生化学会大会，京都．

50. Ì Xp，zx g%，*' もも	，馬場 健史，6z Ï．(2025/11/4)

NMNに�る®化メラ�ン�生§±��のメラ��ーム#V
Ï．（7スター発表）

第 98回 日本生化学会大会，京都．

51. �田 �!，�Ô %，�G* 0%，(本 �，×� �`，g� »�，馬場 健史，�本 Ù

Ã，Fs 4，}z �¥，&" '8，M田 2%．(2025/11/4, 11/5)

KLp代Æ/ット�ークの9�にxする�-性�;�性．（7スター発表，口頭発表）
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第 98回 日本生化学会大会，京都．

52. z崎 \A，zx g%，*' もも	，Ì Xp，馬場 健史，6z Ï．(2025/11/5)


ロ�
�rd分�E7H��性のC���£
た�>E7H�物Éの�´．（7スター

発表）

第 98回 日本生化学会大会，京都．

53. zx g%，$P a，*' もも	，Ì Xp，馬場 健史，6z Ï．(2025/11/5)


ロ�
�rd分に�る§±6 NAD�l:のメカ��ム．（7スター発表）

第 98回 日本生化学会大会，京都．

54. z本 Wd，×� �`，g� »�．(2025/11/5)

代Æ機能I�関Bº:¯+の発/に0$¨に関#する8クロフ�ー�の�s．

第 98回 日本生化学会大会，京都．

55. 馬場 健史．(2025/11/7)

次世代メタボロミクスに向けた�>分析技術の開発．（招待講演）

)�会¬�.63学機� �5 70�年Ã �技術Ä�会，�.6．

56. 馬場 健史．(2025/11/14)

メタボロミクス�
りgく代Æ解析の�y開．（招待講演）

��15大学 	g 7年度�食tuエクステン%=ン講��エ!ス�ート$ース，�@．

57. �田 史生，mH (�，ÞË 大}，×� a`，×� �`，O nË，�� -¥，s6 É

)，B� �Z，g� »�，�{ Àd，}z �¥，n田 PGÍ．(2025/12/3)

%ンC8スバンクプロ��クトÞ�トメタボロームデータ��£
た8スス5クトルデー

タ4ースのh4．（7スター発表）

第 48回 日本分p生物学会年会，{�．

58. $È ¶L，馬場 健史，�本 ÙÃ．(2025/12/4)

�?¨オミクス解析に�るステロイド代Æ評価¤の構築．（7スター発表）

第 48回 日本分p生物学会年会，{�．

59. ×� �`，�田 gË，­ Z�，�本 ÙÃ，馬場 健史，g� »�．(2025/12/5)

ÉÎ分析8ル)オミクス解析%ステムの開発��£．（口頭発表）

第 48回 日本分p生物学会年会，{�．

60. 馬場 健史．(2025/12/4)

食品分析における SFCのr£性．（招待講演）

Êµ��Mクロ8トグラフィー (SFC) Webinar, Web開催．

61. 馬場 健史．(2025/12/4)

メタボロミクス�
りgく�た�代Æ解析の世�．（招待講演）

�CopeLab.�研究紹介セミナー 第 51回，Web開催．

62. 馬場 健史．(2025/12/6)
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次世代メタボロミクスの技術開発に関する研究．（特別講演）

第 31回 日本生物工学会 九州支部熊本大会 (2025), 熊本．

63. Takeshi Bamba. (2025/12/16)

Advancements in Lipidomics Platform Based on Supercritical Fluid Chromatography/Mass 

Spectrometry.（招待講演）

International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2025 (Pacifichem 2025), Honolulu.

64. Yoshihiro Izumi. (2025/12/18)

Next-generation metabolome analysis usingunified-hydrophilic interaction/anion exchangeliquid 

chromatography mass spectrometry (unified-HILIC/AEX/MS).（招待講演）

International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2025 (Pacifichem 2025), Honolulu.

65. 馬場 健史．(2026/1/9)

次世代リピドーム解析プラットフォームの構築に向けた技術開発．（招待講演）

2025年度 ダイセルカラム オープンセミナー，大阪．

66. 馬場 健史．(2026/1/19)

メタボライトターゲット分析技術．（招待講演）

第 2回バイオものづくり技術紹介セミナー, Web開催．

67. 馬場 健史．(2026/1/23)

次世代食品機能性評価のためのメタボローム解析プラットフォームの開発．（招待講演）

Food & Health Science Forum 2026 in Miyazaki, 宮崎．

68. 馬場 健史．(2026/2/4)

次世代メタボローム分析技術．（招待講演）

第 46回 関西ライフサイエンスリーディングサイエンティストセミナー，Web開催．

69. 馬場 健史．(2026/3/10)

Development of advanced analytical technologies driving next-generation metabolomics.（招待講

演）

日本農芸化学会 2026年度 京都大会，京都．

70. Takeshi Bamab．(2026/3/18)

Towards a Next-Generation Comprehensive Lipid Analysis Platform. （口頭発表）

2026 Lipidomics Gordon Research Conferences, Ventura. 

71. 馬場 健史．(2026/3/27)

AMED BINDSにおけるメタボローム解析，プロテオーム解析支援．（招待講演）

日本薬学会 第 146年会，吹田．
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統合オミクス分野

Division of Integrated Omics
� �5��$  ,

Professor5Hiroyuki Kubota, Ph. D.

±�現ÓはzてHノムnBZHノムnトランスFリ]トームn]kQDームnメタ

_kームな*と�/れるÙ�によって制御されて�る．<れ<れは，±�現Óのzu

yを理解するp&のア]kーOとして，�Ù�のDームデータからºÒを�|する�ト

ランスDミFス解析�を提�し研究を行って�る．Á合DミFス}×ではÌ数Ù�の

データ��<6る�Dームデータ�をÁ合するた3の�法Ø発と，xuの�½とそのメ

カニズムを理解するた3に，数理nIンZューターJイBンスnXイDインフC`Q

ィFスな*の�法を²�て解析を行って�る．解析�法としてはデータ^ースな*を

²�たq�ºÒを²�たもの5，�報�¶�法5ÁÏ¶�法，数理¶�法を²�たデ

ータTリ\ンな解析，またはこれらを¿み合< た解析を行って�る．±�現Óとし

ては，肥満5インスリン作²にª·して研究を行って�る．また，数理モデルを²�

ること±�現Óを再現するモデルを作成し，そのÆ�に­2メカニズムの解明5¨´

を·�したシミュレーションによる制御を行って�る． 

64���	���	.�

±�現Óは �NAnRNAnタンYFÔnsÑ®な*の�Ù�にまたがるÇ大な数の}�

の¸r作²，すな<$VットlーFによって制御されて�る．&まり，±�現Ózu

をw¹または理解するには�Ù�にまたがるÌÚなVットlーFを同�する�要があ

る．�¤の±®�では，研究者はÈ}のÉ�ある数xの}�にª·して研究を行って

きた．これまでの研究により��の±�現Óの理解が進>できたが，これらの研究À

¦から±�現Ózuをw¹しようとしても実験£tが異なるた3にÛし�．そのp方

で，Õ�のÂÃ¶«��Ëの進§によりBZHノムnトランスFリ]トームn]kQ

Dームnメタ_kームな*の�Ù�に��るÂÃ¶データ，�<6る�Dームデータ�

がÝ¾度か&Ýスルー]ットに��できるようになってきた．これらの�Ëにより，

�Ù�に��るzuyをw¹することができるようになってきたが，これらのデータ

#�からでは�Ù�にまたがるVットlーFを明らかにすることはできな�．Õ�，

<れ<れのグルー]を�3てÌ数のÙ�をÁ合することで±�現Óをw¹しようとす

るÐみ，トランスDミFス解析が行<れは�3てきた�T�en
s Biotec�nol. 20�6�．�

に<れ<れは，トランスDミFス解析を行うた3の�ËØ発を進3，�Ù�Vットl

ーFによって±み|されるメタレ^ルでの制御の理解を進3て�る�
ell Rep.� 202��． 
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ａ．インスリン作用の in vivo トランスオミクス解析

<れ<れは，xu（`*ス）を²�たトランスDミFス解析を行うた3に，±u¿

¬を低�で��n\pOし}Ñすることで，同pJン]ルから異なるDミFス«�を

行'る�法をØ発した�Sci. Sign�ls 2020� iScience 202��．これにより，同pxu

で�ÇT³なBZHノム�メOkーム，-ストン=Ú�，トランスFリ]トーム，]k

QDーム�発現]kQDーム，リン酸O]kQDーム�，メタ_kーム�½�性，��性�

データを��できるようになった．<れ<れは`*スにインスリンJ�を行�，肝臓

のトランスFリ]トームn発現]kQDームnリン酸O]kQDームnメタ_kーム

のßÙ�のÂÃ¶な~§Hデータを��した．��したデータに}�の�³な*に関

する}ºº»をÁ合することにで，インスリンのシグ,ルが*のように肝臓細²の}

�群に7zして��かをºすVットlーFと，その~Õ変Oの解析をT³にした．そ

のÀ¦，インスリンシグ,ルの�報を細²Fにj�7Ìする経路5，RNA 5タンYF

ÔのÔをÄ£する経路，sÑS�に関Éする経路な*が，異なるタイミングでxIの

}�レ^ルではな��³のレ^ル（メタレ^ル）でPÄ¶にBき，肝臓がÍGにイン

スリンに�½して�³することを»|した�
ell Rep. 202��． 

ｂ．肥満進行のトランスオミクス解析

肥満は糖尿病5が>のQØZ�であり，@kpUのÝまりにも関<らず，Õ�，3

�¶に`MAUにある．肥満はzÆ性の�患であり，肥満の進行に8��臓Yが*の

ように¸r作²し変dして��かは不明のままである．<れ<れは肝臓に��る肥満

進行の�½を明らかにするた3，BZHノムnトランスFリ]トームn発現]kQD

ームnリン酸O]kQDームnメタ_kームの 5 Ù�のデータを��し，そのzuy

を明らかにすることを·�した．<れ<れはo}方 式モデル5ÁÏ解析な*を²�

ることでÙ�Õの制御と制御Øb~期を大¼�にy�することに成Lし，�Ù�にま

たがるVットlーFの構築を行った．Eu¶には，BZHノム（�3��me3� �3�2
�c）

をCKとして RNA の発現を，RNA をCKとしてタンYFÔの発現を大¼�にy�した．

また，¸関を²�てタンYFÔのリン酸Oの�³をy�した．そのÀ¦，pÐの0�

}�#�が/�}�によってのみ制御されて�ることが}かった．É���ことに，

��の}�が肥満Ãg��と 5 ÊÕ経Ë�に5の制御のe与がy�された．これらの

À¦は，肥満進行が 2 �Ùで制御されて�ることをs�して�る．�に，xIのsÑ

経路にª·したとこ)，経路�に~ÕとÙ�に<cした制御がなされて�ることを»

|した. さらに，これらの経路が~Õ<c¶か&PÄ¶に制御されて�ると�うメタ

レ^ルな制御も明らかにして�る．さらに，肥満に8うzÆの変dを理解するた3，

/À肝臓と同pのxuから��した¢¯n´±¿¬nµ臓にfしても同�の解析を行

�，肥満の進行に��るzÆの変dの理解を·�して�る．
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74�"

��#���&!�の.�

<れ<れは数理モデルを²�て±�現Óをº現し，その動¶�性5メカニズムを明

らかにすることで±�現Óを�々な¾度から理解しようとÐみて�る．o}方 式モ

デルは数理モデルの4でも動¶�性5メカニズムを理解するのに·�²�られて�る．

�²に��ても�²で，6sにC|Kを制御できる実験§に��ては，o}方 式モ

デルを²�ることで|Kを±理¶�½の¤[で6sに制御することができる�NP�

Syst.Biol.Appl. 20���． 

インスリンは血糖値を�hさ ることのできるXpの.ルモンである．血4インス

リンはÌ数の~ÕYターンからなることがºられて�り，これらのYターンが±uF

のインスリン�½に重要であることが報告されて�る．<れ<れは血4インスリンの

~ÕYターンのs®を明らかにするた3，^養細²を²�て研究を行ってきた．その

À¦，インスリンの~ÕYターン<c¶にインスリンシグ,ル7Ì経路}�5sÑ}

�，そしてÏ7�発現を，^養細²5xuの肝臓に��てÎw¶に制御できることを

明らかにした（�ol. 
ell 20�2� �ol. Syst. Biol. 20�3� Sci. Sign�l 20�6，
ell Syst.

20��）．肥満により血4インスリンYターンが変dし，これがp&の要Zとなってイン

スリン作²が�ªするとの報告がある．そこで，その�ªのRZを解明するた3，肥

満によってインスリンxv性が�ÂされたÊ;の`*スを²�て，実験À¦と数理モ

デルを解析したとこ)，«�}�の発現Ôが変Oして�てもYラメータÈuは同pで

�½を再現できることが}かった．このモデルを²�ることで，インスリンシグ,ル

7Ì経路}�である S6� 5 �EBP� のリン酸Oが肥満によるインスリンxv性を示して

も�½が�mしな��Îw¶インスリンxv性�を示すことと，そのメカニズムを明

らかにした．p方で，インスリンxv性は/�}�の�h，�にインスリンレ+]タ

ー（�R）の�hによってもたらされる．しかし，�R の E
50 が大き�ことにより，/

�}�の�hにfしてÙnであることを»|した．この�性は Sp��e Recepto� と�/

れて�り，薬理�の{��にもÀÈされて�る．我々は数理モデルを解析することに

より，Sp��e Recepto� はタンYFÔÔの変動にfして E
50 5最大�½性，~�数を

Ùnにすることを»|した．これらの研究は，シグ,ル7Ì経路}�の�性に&�て

|たなº»をもたらすものである．

インスリンは血糖値を×0さ るXpの.ルモンであるが，血糖値ÈÆにも血糖値

を×0さ る�³があり，glucose effectiveness としてºられて�る．glucose 

effectiveness は糖尿病な*にも関<るとの報告があるがその実tは不明のままであ

る．<れ<れは`*スをfÓにグルIースFラン]Ð験を行�，±®�¶実験と数理

解析をÜ:して glucose effectiveness の実uを明らかにした．これらのÀ¦を_に

|たな数理モデルを作成することで肥満進行に��る�経路の変dを�Ô¶に検¿し，
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肥満の進行と共に glucose effectiveness も変動することを明らかにした．これまで，

2 型糖尿病の発症に glucose effectiveness の重要性が示唆されてきたが詳細は不明

のままであった．本研究により，glucose effectiveness と 2 型糖尿病の発症の端緒

が明らかとなった（PLOS ONE. 2025）． 

リフィーディング症候群（RFS）は低栄養の患者に再栄養を行うことで発症し，最悪

の場合には死に至る．リフィーディング症候群の最も顕著な症状として低リン血症が

あるが，そのメカニズムは不明のままであった．我々は株式会社大塚製薬工場との共

同研究で重症の RFS を呈するラットモデルを作成し，低リン血症を再現する数理モデ

ルを構築した．このモデルの解析と実験による検証から，低リン血症には，①これま

で関与が報告されてきたインスリンのみならずアミノ酸が重要であること，②FGF23

が関与すること，③肝臓でのリン濃度の初期値の差異，④mTOR 経路を介したリン酸ト

ランスポーターである Pit2 の制御が重要であること，を明らかにした．さらにシミュ

レーションを行うことで，低リン血症を予防する方法を提案した（npj Syst. Biol.

Appl. 2026）． 

�*'0
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数理モデルを用いたリフィーディング症候群による低リン血症メカニズムの理解とその
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分子神経免疫学分野

�������� �
 ����
��	� ���������������
�',*F#3 D 

������������� ���
�����F�	�	���� �	���	� �����

2�2�} ��の新Òから �}が経Öした~`Øは，2�2�} ���点でスABH ��k，

x© � kのWaへと��に�[し，活²な研究活eを{Ùしている． 

~`Øでは，Ê内免疫系にµ´した研究を�進しており，¦にÊ内マクロH8ー>

の�知なる重要機能のÑ明を´的として，細胞RÂÆRYWPIルにわたるf�的な

研究を進-ている．^W的には，マウスやマーモ@BEな"のe¥モデルにc
，G

E��ÊÂÆを用いたÑ�をÔ�て，Ê内マクロH8ー>の²©R維持機構や細胞v

様性のÑ明にiりÂ7でいる．さらに，アルCF:マー病やv²性¸化°な"の神経

変性疾患，さらには¾神疾患をl,v様な中枢神経系疾患におけるÊ内マクロH8ー

>の�bに�いても研究を進-ている． 

これらの研究をÔ�て，「Êが"のように形成され，"のように維持され，そして"

のように機能ÜyへとÍるのか」というÊの基本h¨の¨Ñを£化さ�ることを´�

している．�Á的には，Z常なÊの形成および維持にÚする新たな概念を提唱すると

ともに，§�点では有効な治療法が限られている中枢神経系疾患に対する新たな治療

戦略の¹¼に�な�ることを´�としている． 

GE<���������26���B�%+$
��

]Ó*+す)てのÂÆRÌoには，マクロH8ー>という免疫細胞がw在している．

ÊもXuではな�，V要なÊ内免疫細胞としてミクログリアがよ�知られており，そ

の機能的な重要性が��に明らかになって�ている．T方，ÊをÐっているÝ膜やÎ

½mpスJース，ÉÄjといったÊs«領域には，Ês«マクロH8ー>という¦�

な免疫細胞がw在することが`かって�たが，その¿細は*と7"`かっていない．

これらの機能Ñ�には，
-e�'ox� AスFムをf用したÐ]x的マウスモデルが��用

いられており，¦にAモ?AH:ンÞ�	MßÁ�uの 
x��-�
-e���2 マウスは，ミクロ

グリアをl, 
��
�� Ø性ÜÝ系細胞を¦異的に�作で�る代¹的なCールとしてv

�の研究にf用されて�た．しかし，これらのモデルを用いた研究では，ミクログリ

アのc©e態や行e¹§uな"にÚして研究間で結果がTµしないXもwrされてお

り，そのhtはj`に¨Ñされていなかった． 

本 研 究 で は ， � � ` 用 さ れ て い る X � の 
x��-�
-e���2 マ ウ ス 系 ®

Þ
x��-�
-e���2�L%//�および 
x��-�
-e���2��0n#�ßを�ÉÑ�し，マウス系®bw

的なミクログリアの`{および機能的¦性のÏいを明らかにしたÞ�a(a.a&% e/ a'�
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e'' �e+� 2�2�ß．��	 Aーク;ンスÑ�の結果，�	M �W�の 
x��-�
-e���2�L%//�

マウスのミクログリアでは，細胞m�Öyt{である 
d&n�aÞ+2�ßが¦異的か�Ô�

間にわたりÁ�されることがe明した．T方，
x��-�
-e���2��0n#�マウスやØ©uマ

ウスではp様のÁ�は認-られなかった．さらに 
����a# Ñ�および 	�	
�.e, Ñ�に

より，
d&n�a Ð]{�における H��2�a� の増cとクロマチンアク@AKリF9のT�

が¹認され，
d&n�a Á�には;L>:JF9Bクなa�機構がÚWする可能性が示さ

れた．機能Ñ�の結果，
d&n�a ²§の持¯的T�を示す 
x��-�
-e���2�L%//�ミクロ

グリアでは細胞m�進行が�aされ，ミクログリア×k�のc増�能が¶し�^Uす

ることが明らかとなった．また，²Î�に �	M を�Wしたxo，
x��-�
-e���2�L%//�

ミクログリアではÐ]{²§プロH8:ルのz規�な変化がÁ�され，� u:ンAー

H:ロン�©Ð]{の活性化やミクログリア¦異的Ð]{の^Uが½�された．さら

に，
����	 Öyh �
22�� を�Wすることで，これらの異常な細胞�©およびÐ]{

²§変化がÑ`的に回復することが示され，
����	 がこれらの§ÅのV要なhtであ

ることが明らかとなった．\Tの結果から，
x��-�
-e���2�L%//�マウスでは �	M �W

により 
����	 bw的なミクログリア機能変化がÁ�されることが示され，ミクログリ

ア研究におけるマウス系®¦異的な�Úの重要性が明¹となった．本研究は，Ð]x

的Cールの系®bw的¦性を¨Ñすることの重要性を示すとともに，ミクログリアの

増�a�機構の¨Ñにも新たな知見を提aするものである． 

HE<���������89�.��
���	����1(�4)

Êに常在するV要な免疫細胞であるミクログリアは，²Î�における神経回Ç形成

やAHプス恒常性の維持，さらには病¨x的スEPスへの�©な"，vÙ的に中枢神

経系の機能を�
ている．Ë}の研究により，ミクログリアと神経細胞の間にはv様

な相互作用がw在することが明らかになり��あるが，その`{基盤には�Ñ明な点

もvい．¡Â³らはこれまでに，>ングリオAG`Ñ酵素である 2�O?ソ@ミニDー

BÞH��ßの 2 @MRニBE Hex� がミクログリアにÝ²§することをwrして�た

ÞMa.0da e/ a'�� �a/ �((0no' 2�2�ß．しかし，この酵素²§の©¨的�²はj`に

¨Ñされていなかった． 

本研究では，ミクログリアが`�する H�� が神経細胞にiりÊまれ，リソソーム内

で GM2 >ングリオAGの`Ñをºiすることにより，神経細胞膜の恒常性維持に~W

することを明らかにしたÞ
-o.�h e/ a'�� �a/0-e 2�2�ß．T方，H�� が機能V]とな

るÐ]性疾患 Sandhoff 病では，この細胞間酵素a­機構が破綻し，GM2 >ングリオA

Gが神経細胞内に·¨する．その結果，膜構Íの破綻や神経機能Üyが©�る6けで

な�，·¨した GM2 >ングリオAGがミクログリアの糖鎖認識m}W MGL2 をg�し，

��
 や �L�� な"の�°性@:E=:ン�©をÁ�することで，神経変性をcÌさ�る
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ことが明らかとなった．すなわち，神経細胞とミクログリアの間に，脂質代謝異常と

免疫活性化が相互に増幅する病的ループが形成されることが示された． 

さらに，Sandhoff 病モデルマウスにおいて内在性ミクログリアを末梢由来の正常なミ

クログリア様細胞へ置換すると，この病的ループが断ち切られ，中枢神経系の恒常性

および神経機能が回復することを実証した．これらの結果は，Hex–GM2–MGL2 軸を介し

た双方向性のミクログリア‐ニューロン相互作用が神経細胞膜の恒常性維持に重要で

あり，その破綻が神経変性の進行に直結することを示している．本研究は，糖鎖認識

を介したミクログリアの感知機構やリソソーム酵素の細胞間輸送という新たな研究領

域を提示するとともに，神経変性疾患におけるミクログリアの機能異常を基盤とする

新たな病態概念「ミクログリオパチー」を提唱するものである．さらに，ミクログリ

ア置換療法の有効性を示した点は，これまで有効な治療法が限られていた神経変性疾

患に対する新規治療戦略の可能性を示唆する重要な知見である． 
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ÕÎ 74q増S]．S127�S132, LÇdR�．

5. 増田 隆博．(2025年 6�) 

ミクログリアの細胞特性�機能にÏする理解を�化��る研究ツール．  

mÔ医学．+ol.43, No.10: 1660�1665, ºc«．

"A

1. 山Ö 絢斗．(2025年 11�) 

�r脳のv成における脳境界マクロファージの機能解明．

�DD� Outstanding Basic and �pplied neuroscience Talent �ward. 

2. 山本 将大．(2025年 6�) 

脳内Ó神経細胞リ31ームカタログの構²．

第 67回日本脂質生化学会 若手K­§Å¼Ê．

3. 増田 隆博．(2025年 6�) 
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脳境界マクロファージの§生メカニズム@細胞特性の解明およ�特£的な細胞機能�Hツ

ールのWR脳境界マクロファージの_lと機能解明．

第 1回ÃCziÊ．

4. 増田 隆博．(2025年 5�) 

脳境界を標的とした統^的解�による脳v成メカニズムおよ�細胞特性の理解．

2024年t Á�®学Ê．

学会発表

1. Takahiro Masuda. (5/8, 2025) 

CNS border�associated macrophages in health and disease.（招待講演）

第 9回bÑ�JnQフォーラム, 東京．

2. 増田 隆博. (6/6, 2025) 

脳内マクロファージの��代：脳のv成と¸�およ�B�性疾患における多様なwV．（招

待講演）

第 72回日本ÕÎ学会学ÄÒ会, 神�．

3. 山本 将大，� A，山Ö 絢斗，#田（BO） ?R，@田 &�，]Ã Td，増田 隆博. 

(6/9, 2025) 

脳内Ó神経細胞リ31ームカタログの構²．（口頭）

第 67回日本脂質生化学会，�V．

4. Takahiro Masuda. (7/4, 2025) 

Understanding the multifaceted characteristics of brain macrophage．（口頭）

M�B��S%�'E �lia �nternational �oint Symposium JThe 34th �ot Spring �arbor �nternational 

Symposium, 2�d �S%�'E SymposiumJ, �reiburg (�ermany). 

5. Shin�ichiro �iraga, Takahiro Masuda. (7/4�6, 2025)

Dynamics and functional role of CNS�associated macrophages in stroke pathology.（口頭）

M�B��S%�'E �lia �nternational �oint Symposium JThe 34th �ot Spring �arbor �nternational

Symposium, 2nd �S%�'E SymposiumJ, �reiburg, �ermany. 

6. Takahiro Kochi, Takahiro Masuda. (7/4�6, 2025)

�cM'� and CD9�dependent synapse engulfing microglia in the thalamus drives cognitive impairment

following cortical brain in9ury.（口頭）

M�B��S%�'E �lia �nternational �oint Symposium JThe 34th �ot Spring �arbor �nternational

Symposium, 2nd �S%�'E SymposiumJ, �reiburg, �ermany. 

7. �yato Yamasaki, �ayato Shintaku, �kihiro �arada, KaIumitsu Maehara, Kaori Tanaka, Mai Saeki, 

�iroyuki Konishi, Makoto Tsuda, Marco %rinI, Yusuke Kishi, Yasuyuki Ohkawa, Shota Yamamoto, 

Takahiro Masuda. (7/8, 2025)
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Cyclin�dependent kinase inhibitor 1� mediates mouse line� and fate�dependent cellular responses in 

CG3cr1�Cre genetic tools.（ポスター）

-+�� European Meeting on �lial Cells in �ealth and Disease, �432, �rance. 

8. 増田 隆博. (7/24, 2025)

CNS macrophages from various angles.（口頭）

第 48回日本神経®学大会, �E．

9. 増田 隆博. (7/25, 2025)

脳内M¤とÓM¤を<�るマクロファージた�.（招待講演）

第 48回日本神経®学大会, �E．

10. 増田 隆博. (8/1, 2025) 

脳境界研究からYる脳の§生とB�性疾患.（口演）

第 46回日本�¦@�生医学会, 京都．

11. 増田 隆博. (8/2, 2025) 

多様な脳内マクロファージの細胞特性と機能.（招待講演）

第 45回cXシンポジウム, G本．

12. 増田 隆博. (9/5, 2025) 

脳研究に�FDを生�脳内マクロファージと脳境界.（招待講演）

2025年t >_®学K 学Ä変fh(研究 ��Pモ
ル�H<;プラットフォーム�  

若手<;:Ä講S会, ba．

13. 増田 隆博. (9/11, 2025) 

� new frontier in brain research: the brain border and its potential.（招待口頭）

第 68回日本神経化学会大会, $!.．

14. Shota Yamamoto, Takahiro Masuda. (9/12, 2025)

Establishment of glial lipidome atlas during the postnatal stage to aged.（口頭）

第 68回日本神経化学会，7M．

15. Takahiro Masuda. (10/6, 2025) 

Understanding the multifaceted characteristics of brain macrophage.（招待講演）

17th �SN� �nternational Congress Basic 'esearch Conference, Chiba. 

16. Shota Yamamoto, Li Nan, �yato Yamasaki, Tomomi �ashidate�Yoshida, Keisuke Yanagida, �ideo 

Shindou, Takahiro Masuda. (10/7, 2025)

Decoding lipidome uni@ueness of glial cells in the brain.（ポスター）

17th �NTE'N�T�ON�L CON�'ESS, �nternational Society of Neuroimmunology, Chiba (��%�N). 

17. Takahiro Masuda. (10/31, 2025) 

Targeting diverse brain macrophages.（招待講演）

The 3rd �nternational Symposium of the K��ST Stem Cell Center, gb．

－75－



18. 増田 隆博. (11/1, 2025) 

脳境界マクロファージによる疾患制御メカニズムの解明.（口演）

アステラス病態代謝研究会第 55回研究報告会, 東京．

19. 増田 隆博. (11/4, 2025) 

脳内マクロファージの細胞特性を多面的に理解する.（口演）

第 98回日本生化学会大会, 京都．

20. Takahiro Masuda. (11/12, 2025) 

Understanding neurodegenerative disease from inside and outside the brain: Toward novel 

therapeutic.（招待講演）

第２回 大塚アルツハイマー病シンポジウム, 徳島．

21. 増田 隆博. (12/18, 2025) 

多様な脳内マクロファージの細胞特性と機能.（招待講演）

坪田ラボサイエンティフィックレクチャー, 東京．

22. 平賀 慎一郎, 増田 隆博. (1/23, 2026)

Spatiotemporal dynamics, origin, and acute functions of CD206⁺ cells after striatal hemorrhage.（ポ

スター）

九州大学医療健康ユニット ニューロサイエンスグループ研究会, 第 5 回 日本神経化学

会若手 KYOUEN, 福岡．

23. 山崎 絢斗, 増田 隆博. (1/23, 2026)

ミクログリアを標的とした遺伝子改変ツールにおける系統依存的な細胞応答.（ポスタ

ー）

九州大学医療健康ユニット ニューロサイエンスグループ研究会, 第 5 回 日本神経化学

会若手 KYOUEN, 福岡．

24. 山本 将大，増田 隆博. (1/24, 2026) 

脳構成細胞の脂質特性を明らかにする Brain Lipidomeカタログ ver.1.0.（口頭）

第 5回日本神経化学会 若手 KYOUEN，福岡．

25. 増田 隆博. (3/4, 2026) 

境界の内と外：多様な脳内マクロファージを近いし制御する.（招待講演）

第 4回お茶の水眼リサーチフォーラム, 東京．

26. Shota Yamamoto, Takahiro Masuda. (3/16, 2026)

The brain lipidome catalog: lipidome characteristics of glial cells in the mouse brain.（口頭）

第 99回日本薬理学会年会，仙台．

27. 増田 隆博. (3/16, 2026) 

様々なモダリティーで脳内マクロファージを理解する.（口演）

第 99回日本薬理学会年会, 仙台．
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細胞不均一性学分野

Division of Cell Heterogeneity 
� �<�� .0

Professor<Akiyoshi Uezumi, Ph.D. 

�分Ïは，不w一な細胞½がÊ�し生み出す²序によって�えられる生体�常性Nス

Qムを理解する目的で，骨格筋組織を^�に研究をÃっている． に，¢Áに発見した

筋Ó質に存在するÓÂ¶Ó質細胞（mesench�mal stromal cell: MSC）に®目し，研究

を進めている．筋疾患や加齢に伴うサルコペニアなどの病態において，異常をきたす細

胞³や細胞ÊÔを明らかにし，疾患のメカニズムを理解することを目指す．Îa子�変

マウスやヒト細胞をØfして目的Í成をuり，�られた成果を筋疾患やサルコペニアの

_Õ・治療法開発につなげることでg�Ñ~の|現にÇ£する．

=;:�(�81)85*/�9��%'

骨格筋は|質細胞である筋º¹が�を成した組織で，筋º¹がq»することにより±

た1は体を動かすことがrÀになる．老化に伴う筋量および筋力の低下はサルコペニア

と呼ばれ，単に運動À力の低下を�く0(ではなく，iÉのg�¡態をも�化さ.る．

現在，高齢化は大きな°`t×となっているが，g�Ñ~の|現にはサルコペニアのh

�が�Öである．骨格筋組織の¹�機�にÔする研究は，これまで筋º¹に��を�て

たものが^�であった．これに対して我々は，骨格筋のÓ質にÓÂ¶Ó質細胞

（mesench�mal stromal cell: MSC）を発見し（Uezumi A et al., Nat Cell 	iol, 

2010），MSC を欠損するマウスを作Äしたとこ�，��な筋�»と筋力低下が生�，Zd

にすることを見出した（Uezumi A et al., J Clin In�est, 2021）．?1，MSC は|質

細胞である筋º¹の¹�に�Öであり，~Dをも�定する役割を果たしていることが明

らかとなった．�mいことに，最�の単一細胞 RNA-se�の研究から，骨格筋の MSC はそ

のÎa子発現(.& !ルにK�き，いくつかのサ'*(レーN+ンに分かれることが

�かってきた．現在，これらのサ'*(レーN+ンがI有の機Àを�1，それらがz合

的に筋組織の¹�に7いていることを示唆するy果を�つつある．さらに，iÉのb々

な�Gには5�った MSC が存在しそれ�れの�Gの¹�に機Àしていると考えられる

が，A�Gの MSC をe�解析してみると，それ�れI有の 性を有することも�かって

きた．現在，骨格筋の MSC にI有の機Àを明らかにする研究も進めている．このように，

MSC にお(る２つの不w一性��G9不w一性�と��GÓ不w一性�の��から，骨

格筋の�常性¹�機�の理解を目指している．
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�

加齢に伴う神経筋接合部（Neuromuscular junction: NMJ）での運動神経の脱落（加

齢性脱神経）は，サルコペニアの要因と考えられているが，その機序は不明であった．

我々は，網羅的なタンパク発現解析から，老化筋組織で MFG-E8 の発現が増大している

ことを見出した．MFG-E8は加齢に伴い NMJで異常蓄積すること，そして，MFG-E8欠損

マウスでは加齢性脱神経と筋力低下が軽減されることを明らかにした．このことから，

MFG-E8 蓄積の病的役割が明らかとなり，MFG-E8 を標的としたサルコペニア治療法が有

望であることが示唆された（Ikemoto-Uezumi M. et al., Aging Cell. 2022）．今後，

NMJ での MFG-E8 異常蓄積を伴うサルコペニア，および，他の神経・筋疾患を対象に，

MFG-E8 異常蓄積の抑制に取り組み，その治療効果を検証する．さらに，MFG-E8 の異常

蓄積がどのように疾患の発症につながるのか，その過程の細胞・分子レベルの変化を解

析し，発症を導くメカニズムを明らかにしていく．

?;
�:�(!�*/� ��-��("�%'

骨格筋組織には上述の MSC に加え，筋衛星細胞と呼ばれる細胞が存在する．筋衛星細

胞は成体において骨格筋に分化できる唯一の細胞で，骨格筋の幹細胞として他の細胞で

は代償が効かない役割を他はしている．MSC と筋衛星細胞は筋の疾患や再生，老化を考

える上で，最も重要となる２大細胞と言える．ヒトの病態メカニズムや治療法を研究す

る上で，ヒト由来のこれらの細胞を用いることは重要と考え，ヒト骨格筋からの MSC と

筋衛星細胞の単離・培養法の開発に取り組んできた．これまでに，ヒト骨格筋からの高

精度な MSC と筋衛星細胞の単離方法とそれらの大量培養法の確立，そして，ヒト MSC を

用いた薬剤探索などの成果をあげている（Uezumi A. et al., Stem Cell Reports. 

2016; Kasai T. et al., Am. J. Pathol. 2017; Kusano T. et al. J Orthop Res. 

2021）．現在，ヒト筋衛星細胞が形成する筋管細胞を用いて，天然由来生理活性物質の

スクリーニングを終え，筋肥大作用を有する候補物質を同定している．今後，これらの

作用メカニズム解明と高齢者への適応を目指し研究を進める．

�,$7

�24�

1. Nguyen �., Motoike S., ,u6ur D., +oshizawa K., Takashima +., Uezumi A., �uruhashi K., Maruyama 

S., Jin +., Toguchida J., Sakurai �., Ikeya M. (Dec 2025) 

Embryonic lineage-specific iPSC-deriAed mesenchymal stem/stromal cells exhibit different 

morphologies and intrinsic functions. 
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iScience. 29(1)�114482. doi� 10.1016/6.isci.2025.114482.

2. �ukawa T., Takata M., Kishida K., Sugiura K., Suzuki M., Tsuda �., Sakakibara I., Uchida T., Rahman 

MM., Ulla A., Sairyo K., Sato T., Ikemoto-Uezumi M., Uezumi A., Nikawa T. (Dec 2025) 

Critical role of mitochondrial aconitase in skeletal muscle maturation. 

Sci Rep. 15(1)�42957. doi� 10.1038/s41598-025-25560-w. 

3. �usagawa �., Sato T., Naito A., Tokuda N., +amauchi N., Uezumi A., Uezumi M., Saito +., �usagawa 

M., Takashima �., Ichise N., "gawa T., Karaushi T., Tohse N., �eeley B., �iu *., Teramoto A., +amada 

T. (Dec 2025) 

"Aeruse-Induced Muscle Disorder� Establishing a Rat Model to UnraAel the Role of �ibro-Adipogenic 

Progenitor Cells in Intramuscular �ibrosis. 

J Orthop Res. 43(12)�2102-2113. doi� 10.1002/6or.70076. 

4. ,hang �., Ka6i T., Nakamura A., Maesawa N., Iwamori K., *u J., �iu +., Uezumi A., Kamimura D., 

Murakami M., Kubo A., +amada T., Akimoto T., �ukada SI. (NoA 2025) 

Calcitonin receptor downregulation and exercise-conditioned blood enable systemic muscle stem cell 

proliferation. 

Nat Commun. 16(1)�10576. doi� 10.1038/s41467-025-65684-1. 

5. Ikedo A., Aoki R., Sakai �., Saeki N., +anagihara +., Moody J., Ko6ima M., Kouno T., Ando +., �ino 

K., Kinoshita T., Carninci P., Shin JW., �on CC., Uezumi A., Kamei +., Imai +. (NoA 2025) 

Estrogen signaling in PD��RI� cells positiAely regulates cortical bone metabolism Aia I��BP5 in 

female mice. 

JBMR Plus. 10(1)�ziaf178. doi� 10.1093/6bmrpl/ziaf178. 

学会発表

1. 上住 聡芳. (2025/7/24) 

筋.生�OV0Fを��������る�����.（招待講演）

第 43回日本r&j学会学fo会，P本. 

2. 上住 -．(2025/8/23) 

間葉系間質細胞の不均一性�B�る筋+,性維持機構の解明．（招待講演）

第 11回日本筋学会学fo会，%2．

3. 上住 聡芳．(2025/8/23) 

筋.生�OV0Fを��������る�����．（招待講演）

第 11回日本筋学会学fo会，%2．

4. Akiyoshi Uezumi. (2025/9/22)

Elucidation of the mechanism by which kranocyte aging leads to age-related degeneration of 

neuromuscular 6unctions.（口頭発表）
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International conference on muscle wasting, Molecular mechanisms of muscle wasting during aging 

and disease 2025, Swiss.

5. Akiyoshi Uezumi. (2025/10/3) 

Elucidation of the heterogeneity system of mesenchymal stromal cells essential for maintaining 

skeletal muscle integrity.（招待講演）

The 20th International Symposium of the Institute Network for Biomedical Sciences, JSPS Core-to-

Core Program Virology Symposium, Kyoto, Japan.

6. Akiyoshi Uezumi. (2025/11/3)

Elucidation of the heterogeneity system of mesenchymal stromal cells that support skeletal muscle 

homeostasis.（招待講演）

The 98th Annual Meeting of the Japanese Biochemical Society, Kyoto, Japan.

7. 上住 聡芳．(2025/11/26)

間葉系間質細胞の不均一性の意義解明．（口頭発表）

疾患モデルを駆使した筋ジストロフィーの治療法開発 2025年度研究班会議，東京．

8. 上住 聡芳．(2025/12/4) 

間葉系間質細胞の局在依存的特性による筋維持機構の解明．（招待講演）

第 48回日本分子生物学会年会，横浜．

9. Akiyoshi Uezumi. (2025/12/7) 

Elucidation of differences in “muscle memory” induced by exercise or doping.（招待講演）

JADA Workshop on Anti-Doping Science Research 2025, Tokyo, Japan.
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遺伝子発現動態学分野

Division of Gene Expression Dynamics 
A @l[7 3

ProfessorlHiroshi Ochiai, Ph.D. 

¢r×6Þ°¿ÃF_fOdLÞ�¿ÃÌ£Þ������ D±!.Ök��mÞWFIF

dYH\TEKPÞ$?7¼ØI]KP����
��� ¾�DÁ|*ÞÏqWfPU�Ïq

��������������� 5·­³Õ¹�D�´2*.Ök�²®u�t�¦¥5Ì�Dµ�*

0!Aß(B814ÞNV^Ý§¥Ñ=Ïq��eÉ��5��Úº%Ïq¬�Õ¹4

Ùh+A(2%¸)B0&.%Þ¢��6)@4ÞÏqWfPU5rxl5�ØPMf

b1ÞXPUdnÜD~:Kc\Rd¯�-5<5%{Ð³4>@'Þ2!"Ë«Di

�4¶»D�Ò*.ßj3�¤2*0Þ���°¿ÃxgÖk�F_fOdL2XPUd

nÜ[cfZDÀ9|C,ÞÏq¬�2Kc\Rd\fK5rxlJS[adLD�Í

*.���� �� ���� ���� ��� 	�	
�Þ����z9eÅ�Ço5�ÛDp *//\GPs

¡Â4Ô±{Ä3Ý��\bR`fQb ���
��� ©D·½*.Þ�����¿ÃÓ�¨�4

Ùh+A�Ök�5wÎ�vD�#A.;ÞÊ�Ök�5Ïqª�2Ök����D}

�{Ëv+A�ÈD·½*.ß¶»6Æ|y��Þ小�±�L�Þ内×UyL�Þ3@

74TKニJbPタSY¾4?り�Ò*.ß

mkc-�'����$��%�'�	.2+���"%�KJ	aD

XPUdnÜ6Þ²°erv4$�AÖk�²®[cLラ^5「安�3½|�エピO

!+TESK\fK�」2*0ÅÃ)BA(2%�!g方1Þ�く5Ök�5Ïq6r

xl1 ��������������� D«りÍ+ÏqWfPU2*0観測)BAß(5�ØPMfb

5ギ/S[�「安�3Kc\Rd\fK」2「Ë速3Ïq¬�Õ¹」�DY;A(26Þ

¿Ã¬�5ª�2{]�DÁg³4理Ì+A"#1重要1あAß-(1¢��6Þ内�

�Ök�4$�AÏq¬�Õ¹2ÞÖk�Ì@Kc\Rd\fK5�Ø�uD}g¿Ã

内1}�4�#AÌ£�´D¥築*ÞÏqWfPU5r��¶D検Í*.ß  

E:³46Þ�T�E�M�N�-��gxgÖk�ラFZF_fOdL4?りÞ\GPÂ�n�E��

¿Ã5内��Ök�4/!0ÞÏqª��������� �N� シL)b�D�標4

��������������� ¬�D�系列1}�*Þ}�4ÞXPUdnÜ$?7 �N�� .a_ラ

f' �� ��N�����adØv¬�D{Ëv+AÇo[cfZD±!0ÞÖk��周辺5シ

L)bD�Ú*.ß-5結¤ÞÏq% ������ 52&4Ïqª�vÙ連5ア&Rbve

_Rbv\fK%^加*Þ�������� 1�j+Ag方Þ������m� Ù連5Ïq抑t\fK

－81－



6Ð方R4�A°"(2%¸)B.ß+3C�ÞKc\Rd\fK6「W�)B.背�」

163くÞÏq¬�5I�2{Ð³4連u*0rxl1�u*得A(2%�·v)B.ß  

)@4ÞÏqDs��¬5Úº2×¦ª�5ÙhD検討+A.;ÞÏqDs��=Þ

XPUdア&Rbv5「�&Ê9���T���O��D���」4ÙCAÊ|:5Ök��Ì@1

5�uDÌ£*.ßÏq ������ ¬�16ÏqÙ連��4加#Þア&Rbv×¦$?7

¯ア&Rbv×¦Ù連��5Úº%観測)BÞ�~+A×¦ª�%}g5Ïqª�場4

Db+A(2%¸V)B.ß加#0 �D�� Ýd4?りÞ��������������� 5�続�Ør

k%�v*Þ̄ ア&Rbv%Ïq¬�Õ¹�WfPU5�続e§結D~:�4¦Ä³4e

h+A(2%��)B.ß73?りÞÏqWfPU6ÞÏq��5結|��13くÞÖ

k��Ì@15Kc\RdnÜ¬�%rxl1�u³m´�D取り3%@�u+A¯�

5i1Ò行+AÞ2!"�À9D�¸*.ß  

¢�¤6Þ·­³3ÏqWfPU2ÞÛ¡³4安�3Ök�²®t��¿Ã¬�5ß

?��D5½),A_Jニズ^2*0Þ「rxl1{Ð4>@'Kc\Rd\fK」2!

"�*!理ÌDh#A<51あAß8.Þ後Î+As¡Â5¼Ø\bRI]KPÌ£�B�

=Þ�Ök�}�F_fOdL���2接続+A(21Þ²°過程5¿ÃÓ�¨�4$�

AÏqu�2エピNV^u�5�¤Ù係DÞxg¿ÃexgÖk��5Ì像�1検Í+

A.;5�´23Aß   

nk�
�/FY���
j0O�#� '�#Th��'�%�?]	SU

\GPs¡²°過程16Þ内Ö¿Ã\3ど4$!0¿ÃØ1Ök�²®%不均g23

りÞ(B%エピZラPU$?7原始内Â葉3どへ5rvWFアP4Ùh+A2考#@B

0!Aß*か*s¡Â試料6z9%ありÞÅ�Ço�特4¡�ÛR/+b�=�Ö15>

Q�µ5.;Þ�重検He�Ö観f5��%t速23Aß-(1¢��6Þ���
��� 5

Ñ§検H5�À94 ��BE�����m��-� ����g� �������� D±!.シL)b^l�DÔ±

*Þz95あA試料1<cWPU4 �N�� DN��タdパK質eXPUdnÜD}g試料内

1検H1&A ��BE�-���
��� ©5·½DÒ;.ß  

�È³46Þ��BE� 4?AÇoP.SU^l条件D ���
��� 4Ô|),Þ�R/+b

15 �N�-
���>QD安�4^l1&A(2D·認*.ß加#0Þ¢©% �N� 4加#Þ

NV^ DN�ÞタdパK質ÞXPUdnÜ5検H4<Ô±{Ä1あA(2D¸*Þ\bR

`fQbÌ£へ拡張*.ß8.Þ\GPs¡Âへ5Ô±16Þz9eÅ�Ço2!っ.

課Û4g*Þ>Q^lDª±+A(21�Ö1<検H�D·=*ÞÊ� �N�£5¼Ø�

�D~:¼Ø情報取得5¸Ò*D得.ß今後6Å�Ço9�5.;5Ð�vG理¾25

À9|C,=Þ?り大¹�3�重v4?っ0Þs¡²°5¿ÃÓ�¨�4eh+AÏqe

エピNV^¬�5¼Ø³g応Ù係DM�³4Ì�+A(2Dµ�+ß

－82－



ok_Bf*;	c-M>�H,=:�8E6`1�
?]	SU

¿ÃÓ�¨�6xgÖk�5�v163くÞ��5Ök�5wÎ³3Ïq¬��v2

*0Ò行+A2考#@BAß*.%っ0ÞÏqWfPU5理ÌD¿ÃÓ�¨�へ接続+

A.;46Þxg¿Ã内1Ê�Ök�5Ïqª�D}�4観測*Þ)@4Þ-BぞB5

Ök��周辺4Úº+AÏqÙ連��=XPUdnÜ¬�D}�4評価1&A�´%

必要23Aß-(1¢��6Þ従来5 �T�E�M�N�-��gD拡張*Þ最大 3Ök�D}�4

{Ëv+A �T��g�	�三重Ök�{Ëv�シPT^5開²2Þ-BDª±*.rv誘導系

5整備DÒ;.ß  

�T��g�	 16Þ�T�E�M�N�-��g 5 T��O�T��� `Oュfb4加#ÞL��O�L��� 系DÀ9

|C,A(21ÞÊ�5Ök��5核内��2Ïqª��������� �N��D}�4追跡{

Ä2*.ßg方1 L��� 5 DN� 結|6Ïq抑tD引&起(*得A.;ÞDN� 結|親和�

DÎ整*.�異 L����mL����D導入+A3どÞÏqへ5影響D最小v*//安�4Ök

��標識1&A条件D検討*.ß8.ÞVSKFd5妥当�·認�²®e�m
��� ¾�D行

!Þ�Ök�}�観測4必要3¿Ã株e観測条件D整備*.ß  

)@4Þ¿ÃÓ�¨�へ5応±2*0Þ\GP E� ¿Ãか@原始内Â葉様¿Ãへ5r

v誘導`デbD利±*Þrv4伴"�Ök�Ïqu�5�vDÌ£1&A足場D¥築*

.ß今後6ÞXPUdnÜD{Ëv+AÇo[cfZ¾5導入4?りÞÏq¬�Õ¹2

XPUdnÜÚº5}�計測D�Ök�へ拡張*ÞrvWFアPD°:ÏqWfPUw

Î��Ök�Ø相ÙÞ�系列l相Ù係�2Þ-5背後4あAエピNV^u�5�¤Ù係D

�·v+Aß¢�´6Þs¡Â5不均g�Ì£�B�2<相É³1ありÞ²°過程5¿Ã

Ó�¨�D「u³3Ïq¬�Õ¹」5観«か@理Ì+A.;5i核�È43A2¡待)

BAß

pkTh����?]	jd1&LP1�WZe9(NaG�!����'�

	JV

���
��� 6ÞÊ�5 �N� r�ÞÊ�5NV^領域ÞタdパK質8.6翻訳後nÜ5¿

Ã�核�内��D¨�{Ä3�È1あAß���
��� �È5利±4?っ0膨大3デfタ5取

得%{Ä1あA%Þデfタ取得4�く5�ØD要+A(2%課Û23っ0!Aß-(1Þ

画像取得$?7画像Ì£5Ý速vD達�+A.;4Þ���
���反応系5改良Þ顕微鏡o

学系5改良Þ画像Ì£パF[ラFd5効­v¾5�È開²DÒ;Aß8.ÞNV^ワF

ド � ¿ÃÌ£�Èe���
��� �È4?っ0取得)B.情報2°¿ÃF_fOdL1特�

`QaTE4Ù*0取得*.詳¿3�¼Ø情報DÁ|³4Ì£+A(21Þ¿ÃÓ�予

測%{Ä3Ì£�´5¥築Dµ�+ß¢�´6あ@>A試料へ5Ô±%{Ä1あA.;Þ

社会³ニfズ5Ý!�染症ÞアレbギfÞ%ん¾へ5¶»応±4展開*.!2考#0!

Aß 

－83－



業績目録

原著論文

1. �ao X.� �o �.� �ong $.� �u.ii !.� "chino S.� �oba<ashi $.� Hara(a �.� Ohishi H.� Oh/a:a $.� �imura 

H.� Ochiai H. (�eb 202�) 

�inute-scale coupling of chromatin mar/s an( transcriptional bursts.

bio�;i9. (oi� 10.��898/202�.02.08.70�500. 

学会発表(口頭発表)

1. 落合 博. (202�/�/19) 

マルチ)ー�ル空間オミクスによる転写�ーストとゲノム高次構造の関係性理解.（招待講

演）

FIS�#ース空間オミクス.ーク�*�"� QS. 

2. Xiaohui �ao� �haebeen �o� !a/eru �u.ii� Satoshi "chino� $oshia/i �oba<ashi� �/ihito Hara(a� 

$asu<u/i Oh/a:a� Hiroshi �imura� Hiroshi Ochiai. (202�/�/1�) 

�inute-scale coupling of chromatin mar/s an( transcriptional bursts.（B�p~）

S3ste*s 
iolo%3� �lo al �e%1lation o$ �ene �2pression� �ol( Spring Harbor �abolator<� �ol( Spring 

Harbor� "S. 

�. 落合 博. (202�/2/2�) 

ヒストン修飾と転写�ーストの=単9ス�ールに��るD�的�動.（招待講演）

第 �回`性ni研究会� FCP. 

�. Hiroshi Ochiai. (2025/12/�) 

Histone mo(ification c<cle (uring transcriptional bursting.（招待講演）

The �7th Tok3o ��� �l1 � �eno*e an" �pi%eno*e �3na*ics� !o/<o� �apan.

5. Hiroshi Ochiai. (2025/11/28) 

�<namics of transcriptional bursting an( histone mo(ifications re9eale( b< single-gene imaging.（J

�講演）

SI���� �O������S � ���O��TI� ���TI�� ����� �erth� �ustralia.

�. 落合 博. (2025/11/1�) 

単一遺伝子+イ!イメージング�明�す転写�ースト�sのヒストン修飾動態.（�ン$ジ

ウム）

第�回V態解c.ーク�*�" �Lf
�Y��o���� b5. 

－84－



7. 落合 博. (2025/9/17) 
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バイオメディカル情報解析分野

Division of Biomedical Information Analysis
0 /YTW ;3

ProfessorYMasao Nagasaki, Ph.D.

�hÐは ���� �度から�まり，長Ù¢���，|[¥l�，f同研究y � w，q�

課²�生 � w，a�課²�生 � w，研究生 � w，テクEカルスタ@フ � w，技術Â^

y � w，ZnÂ^y � wの計 �� wにより研究活mを展開しているÚ������ �現在Û． 

���� �×にヒトゲノムのDラフトÎiがe開�れ，�� �が¹Ìし，ついに ���� �

にテSメ5からテSメ5までをつな�ヒトゲノム�dr¨Îiがe開�れた．�のÔ，

ヒトゲノムÎi情報の¦定 zの進展がめ�まし�，Þつの¦定 zで�p人]Xの

ヒトdゲノム情報を¦定できるª£とな�た．このようなヒトゲノム情報の¦定 z

の進展により，大規模<Kート研究により{内�を合2�ると ��� W人]Xの規模の

ヒトのゲノムおよ(生活¼�に関連する<Kート情報を活用できるようにな�た． 

このような人b体のLクSな情報にkえ，É�，Þ·¾RJルの時´ÔRJルでの

¦定 zな#の進展により，ミクSなRJルのØ¶度大規模情報oもめ�まし�進展

している． 

�hÐでは，このLクSとミクSなs�のRJルの大規模情報に�し，データサイ

エンスの技術~°に~�き，クラ7D~°とÀ合した大規模Ö算È§を用いて，]Y

のßつの研究と人材育成を�として�進している．なお，hÐ長の長Ùは，F@トT

ーク A
 統計ÍÒÚ���� � �� � � 日Æ»ÛのÍÒ長としてライフサイエンスを�たな

統計的�組*で解Ïするためのj発的技術開発にも取り組*はじめた． 

ZX(M8?%,'N5�2#E�O=9&�.<U発�������*L�

VQ��CD

ライフサイエンスのhÐで�しい¦定 zと¦定技術が開発�れてきている．©に

¦定�¿のxXにより情報の大規模o，多次元oが進んできている．このような¦定

 z，¦定技術に`�，データサイエンスの技術を~°とし，より適�な情報解析技

術と
フト7�5実7の開発を進めている． 

[X����6"�I+6"F�

��	��,'�.<�R@��CD

大規模<Kート情報にkえ，efデータJースに日々�ま�まなゲノム情報やオミ

クス情報Úトランスク�
トーム�メタ�Sーム�
Sテオーム2Ûが61�れてき

ている．これらの情報をイン�7スで�用できるように&�統合することで，疾患研

究へ活用を目的としたシステム+3を進めている．このシステムを用いることで，臨
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床の先生が課題としている疾患の理解において，多次元の尺度で比較，統合解析がで

きるようになり，疾患に関連する要素また原因の同定を進めてきている．また，各疾

患の理解により適した情報解析技術開発を進めている． 

\X������?>学�VQ��CD

長期的な目標として A や B の成果を通じ，生体内の現象をシステムとして理解する

ための研究を進めている． 

]X:� ��4H-

この A から C の研究の中で，バイオメディカルの実践的な情報に研究メンバが日々

触れることで，ヒトを中心としたゲノム，オミクス情報，また，臨床情報の大規模情

報について情報解析を展開できる次世代かつ即戦力となるデータサイエンス時代の人

材の育成を進めている．現在は，将来を見据えライフサイエンスへの量子計算活用に

も取り組んでいる． 

7GBS
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J Gastroenterol. 6; =?2@@� 

学会発表

�� !.@.< ".4.@.86． ��
��	4	��� 

�<�< C�� �<6;A #=2; �2;<:2 .;1 #:60@ $9.A3<?: C�．（招待講演）

�;1 �;A2?;.A6<;.9 !22A6;4 <; �.;02?・�46;4 �6<9<4F .;1 �6<6;3<?:.A60@，M�．

�� �� c]． ��
��	�	��

�<�<．（B�pz）

第 ��回 I=j'イオ&ッ��ン ������，福7．


� �� c]． ��
��	�	�
� 

��Jシ6ク�ンスにK��&*3�イ*��3�`x	n
�クラウ#Zi��のb

[q'ッ�ジ0)シス ム}�Q{．（シンポジウム）

P�M|aXLKr<D?m・<DsvZi 第 ��回 シンポジウム，_8（オンライン）．

4� !.@.< ".4.@.86． ��
��	�	��� 

�2@64; <3 9.?42�@0.92 5B:.; 42;<:2 .;.9F@6@ =9.A3<?: .;1 9<;4�?2.1 @2>B2;06;4 1.A. .;.9F@2@．

（招待講演）

�6<6;3<?:.A60@ +<?8@5<= �
��，8�．

�� !.@.< ".4.@.86� ,<@B82 �.D.6� ,.@BFB86 #58.D.� (<@56.86 �.A.F.:.� (52 *.?6.;A �;3<?:.A6<; 

'A.;1.?16G.A6<; �<99246B:．��
��	�
	��� 

��(� �.=9<AF=2 "<:2;09.AB?2 .;1 A52 �<�< �.A./.@2� �  <;4�&2.1��.@21 �?.:2D<?8 3<? 

�2;<:2�+612 �B:.; �.=9<AF=2 �;;<A.A6<;．（ポス�6pz）

�'�� �
�� �;;B.9 !22A6;4，�<@A<;．

�� (.6056 !.A@B/.?.� '5BA< !.0561.� '.:B29 $.=. �D2@6 #DB@B� �8656?< �@.8B?.� �6?<86 �.@56:<A<� 

!.@.;<?6 !.A@B<8.� !.@.< ".4.@.86．��
��	�
	��� 
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�'�� �
�� �;;B.9 !22A6;4，�<@A<;．

�� �� c]� dC f9． ��
��	��	4�  

��(�&*3�イ*GEeにK��!6�+6ス	 �<�<ポ6�2�イトに���．（招待

講演）

第 4�回\^>OlkP:T:，福岡．

�� !.@.< ".4.@.86� ,<@B82 �.D.6� ,.@BFB86 #58.D.� �.A@B@56 (<8B;.4.� (<@56.86 �.A.F.:.� 
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ス�6pz）

(52 �
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医療・健康に向けたヒト高深度ゲノム・オミクスの取り組み．（招待講演）

第 4回 医療・健康ユニットシンポジウム，福岡（オンライン）．
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疾患ゲノム生物学分野

Division of Pathological Genomics 
� � �-�� $�

Associate Professor-Kosuke Tomimatsu, Ph.D. 

�分Õ2 ���	 � � �に発Îした研究�,�9,現在2i��V��Â`とEクニカル

スタDフ � vの体m,研究¢qを行っている.�分Õ,2,Ãß�らpßにÁるÏ体 

能の{rを@HPm�のÉ£�ら��,その³»がpßØÒ«�4とどのよ�に*なが

る�を�ら�にすることを¯­としている.pß�·Ä¼をYな研究対象とし,ヒスト

ンをÍ£としたクロマCン構Ñ{r,Ô]|発現m�,細胞間°Z作用の{rを解析し

ている.分|{rと組織 能のØcをg体­に´すこと,,pßに^����³»の[

組5の¨解を¯�している. 

.．�+����	�
�����解�

pß2組織 能の_Xとして現れるが,その分|基盤2s分に¨解されていない.�

�,¾r細胞のÅµがpßの��として用いられて�たが,�Ûに2¾r細胞が組織内

にzpする\n�ら,·o_Xなどの 能{rがÉ�される.このこと2,よ9��に©

じる分|SMルの{rが}在する可能�を´している.そこ,�分Õ,2,pßl�に

お る@HPm� 構の{rに±¯し,ヒストンÖおよびクロマCン¦態のq態を解析

した.QイフスIンの複数のタイPNイントにお るÞ�·組織を対象に,RNA-seqFISH

によ9細胞タイプを同定し,PECAb-seqIS によ9ヒストンdÝおよびヒストン組成を解

析した.そのº�,成¤���の¡Ú,,WÓ­なヒストンdÝの{rとカHニカルヒス

トンÖの_Xが,¥定の細胞にÙら&複数の細胞タイプに共通して©じていることをÈ

jした.この{r2,¾r細胞のÜ在rにe行してËめられた.さらにw�Øcを;Nす

るため,'U細胞 NIH��� においてヒストンÖをA)さ	たとこ�,細胞z>能の_Xに

p�,¾rØÒ �-�Qクト����¢�および ��� の 9がDËされた.また,カHニ

カルヒストン �� Ô]|の�
 �� Ô]|をタモ��フ�ンP(­に=5さ	るマウス

を作製しK現&{rを解析したº�,Sq 能の:/な_XがÉ�された.これらのº

�2,ヒストンÖのA)が¾r細胞のÜ在rにe行して©じる分|{r,�る可能�を

´している.この{rが¾r細胞,成ÓEのWT,�るの�,�るい2BHしたIQと

して組織 能_XにØ!するの�2,"�の;NをMする.�研究2,pßに^�クロマ

Cン構成w|のÖ­{rをg体­に��,その{rが¾r<K現&および組織 能_X

とØÒする可能�を´した. 
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Ｂ．空間オミクス解析

各種ヒト病態サンプルおよびマウスモデルを対象に,空間オミクス解析の技術支援を

行った.RNA-seqFISH, DNA-seqFISH, PECAb-seqIS などの手法を用い,組織を構成する細

胞タイプの同定およびその空間分布,発現プロファイルの取得を進めている.また,カニ

クイザルやニワトリなど解析対象種を拡張するとともに,マウス体内に作製されたヒト

組織など種が混在する試料にも対応可能な解析基盤を整備している.これらの解析基盤

を通じて,複数の共同研究を推進している. 

業績目録

原著論文

1. Fujii T., Tomimatsu K., Kato M., Ito M., Sato S., Kurumizaka H., Sato Y., Maehara K., Kimura H., 

Harada A., Ohkawa Y. (Dec 2025)

Reconstructing epigenomic dynamics through a single-cell multi-epigenome data integration 

framework.

Nat Commun. 16(1):11006.

2. Matsuda C., Ichiki A., Sato Y., Kudo Y., Saotome M., Takayama C., Le KM., Uchino S., Higuchi R., 

Kawata K., Tomimatsu K., Ozawa M., Ikawa M., Ohkawa Y., Baba Y., Kimura H. (Jan 2026)

Organization and Dynamics of Transcription Elongation Foci in Mouse Tissues.

J Mol Biol. 169395.

学会発表

1. 富松 航佑. (2026/3/5)

PECAbと Seq-smFISHを組み合わせたマルチモーダル解析.（招待講演）

第 136回岡山県医用工学研究会, 岡山. 

2. 富松 航佑. (2026/1/30)

ヒストンの組成変化による個体老化メカニズムの解明.（口頭発表）

徳島大学先端酵素学研究所 2025年度共同利用・共同研究拠点成果報告会, 徳島. 

3. 富松 航佑. (2025/10/10)

高解像に細胞状態を捉える超多重免疫染色の開発.（招待講演）

第 11回群馬大学生体調節研究所内分泌代謝シンポジウム, 群馬. 

4. Kosuke Tomimatsu. (2025/5/31)

Highly multiplexed imaging to analyze spatiotemporal cellular senescence.（ポスター発表）

89th Cold Spring Harbor Laboratory Symposium on Quantitative Biology Senescence & Aging, USA. 
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防御分子構築学分野

Division of Molecular Design
" � ' %H2* F�

ProfessorHTatsuya Takemoto, Ph.D.

}dÓ!'Þº£ f�&ÒÆJSBA!�3n½Ø`%��6� Þv�$\²»

°e�¡c��3W³,&È�6DUL%§«6Î- �3ß�%ÞVºÁ°e� ,c

�43W³,6xÊ"�ÞÐYw£�g�È�Þ=FM·Ú6�¢��ÐYw�uL9AÞ

P8I8NU@T<6�¢� Þ§«6¶� �3ß+�Þ=FM·Ú�Ã6�¢� G

8AQUJCE%ÐYw�uL9A6]Ä�3�ÃÖ£.Â$� �3ß

IG原:D�����#��493��.
�����5
	?)

¼�j�&º£ %�� �f%~��43&�ÛÑ&³¸!�3ß�&&�Þ\|Ñ

&³¸�£ &ÎÂ"".%ÜÑ�1zÑ%p�� �Ù¤%~��43ß\Ì[Õ"0

(43�&Ïª0� Þ¨´­6V�"� _�%\®VºÁÞV×VºÁÞ_�VºÁ

�~��4Þ+�Þ¨´­&¾_%'¼±�0)aºÁ�~��43ß�41&³¸'Þ

n½Ø`&t!�3n�"�&qÍ&:HIPAE�3�'zÀ�1^µ�43²»%0

2~��43ß©��'Þn½Ø`%Z� ¡,c�43v�$\²»°e�Þ#���

�W³,%0� g��4 �3&�6§«� �3ß

�sÞ©��'y�¼�Ý/Ý�¬*"£ �3VºÁ²»¹�#&0�%� ¡,c

�43&�%�� ÞÐYw£�g�%¦¥� §«6Î- �3ßËbrw	
��'Þ�

&ÐYwFC;79E!'VºÁ&X52%¨´°²»�¡c�43�"�1ÞVºÁ£

 %�� V�¤$�h6�� �3���!ÞVºÁdk6��Î-3ÐYw¹6�%

g��3"���h6�� �3ß��!	
��6£���3g���6�1�%� �V

ºÁ£ 6�È�3ß�!% � �&:TGT>U� 	
�� £�%ÒÆ!�3�"Þ�4�

4&:TGT>U%'Å�&Ëbrw�]¢�3�"6�1�%����4�4&:TG

T>U%'Å�&Ëbrw�lÉ¤%]¢�3�"!VºÁ�0)\®��{%~��4

3�"6Çc��ß 

JG���7E$<
,/��B� &��-	�>

©��'Þ=FM·Új�6G8AQUJCE%]Ä�3�Ã�o¯m:R;ESKR

U?OT�
6�¿�3�"!ÞÕÔ���FC;8TL9A]Ä6i率¤%]Ä�3��

�0) �M
 6超え3大き$領域6欠損��3��6Çc��ß並Â� ES ²»!=FM

·Ú6Â�Þv�$L9A]Ä6Â$� �3� 

－93－



業績目録

原著論文

1. Hayashi S., Suzuki H., Takada S., Takemoto T. (Jun 2025) 

Wnt3a is an early regulator of the Wolffian duct directionality via the regulation of apicobasal cell polarity.  

Developmental Biology 522:136-142.

2. Egashira S., Maehara K., Tanaka K., Nakamura M., Takemoto T., Ohkawa Y., Harada A. (Jul 2025) 

Histone H2B isoform H2bc27 is expressed in the developing brain of mouse embryos.  

The Journal of Biochemistry 178(2):109-119. 

3. Murata M., Harada A., Hirose H., Maeda H., Shimamura T., Ohkawa Y., Takemoto T., Takaoka K. (Oct

2025) 

p53-mediated regulation of epiblast cell numbers predicts reactivation during mouse embryonic diapause.  

Cell Reports 44(10):116298. 

4. Ohigashi I., Kyuma H., Otsu E., Hayashi S., Takemoto T., Takahama Y. (Dec 2025)

Ccl21a, Rather Than Ccl21b, is Essential for Thymocyte Migration in Mouse. 

European Journal of Immunology 55(12):e70114. 

総説

1. Chen YC., Takemoto T. (Feb 2026)

Sterile Chicken Hosts for Germline Transmission: A Review of Recipient Preparation Strategies in Avian 

Biotechnology. 

Protein Expression and Purification 5106903

学会発表

1. Soh Hazaki, Hitomi Suzuki, Kaori Tanaka, Akihito Harada, Yasuyuki Ohkawa, Tatsuya Takemoto. 

(2025/6/16) 

Regulatory mechanisms of mesoderm development via Tbx6 gene control. (ポスター発表) 

第 58回日本発生生物学会大会, 名古屋. 

2. Soh Hazaki, Hitomi Suzuki, Yuta Chigi, Kaori Tanaka, Akihito Harada, Yasuyuki Ohkawa, Tatsuya 

Takemoto. (2025/6/16)

The transcriptional regulation of the Tbx6 gene to elucidate the mesoderm development from the neuro-

mesodermal progenitors. (ポスター発表) 

第 58回日本発生生物学会大会, 名古屋. 
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防御システム再生学分野

Division of Regeneration Biology
� � � �1��! /�

Professor1Takehiko Sasaki, Ph.D.

ÁÐ4Â��29<ºÀ3q¦pÞCR]Fa3ÏÃÞºÀi{3JHQ]eÓ2m¥

%=-�<ß³)*3°µ�.4 2ÞYKYASJMAP/v5=<\_ÁÐ½2¯®

&-�<ß· �� ´Ú3YKYASJMAPEQaL8YKV@MaL3Õe}�zZB

K>hÇ&Þ!?Þ�ª�¨�Þ²¼z�¨�>4'7/(<Ù�¨�3©�°µ2m¥

&-�<ß6)ÞYKYASJMAP3Ð×k��Æ>�)2Ø¬&Þ©�[N]ZBK
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¨��lpZaDa103Ø¬>®�&-�;Þ6)Þ¿p/oÛ�¨�3©�2�#<

YKYASJMAPdÍ3�¾>°µ&-�<ßYKYASJMAP°µ/bÅ&-Þ�
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�\>Ë�(<$/!可能/1+)ßÐ×k��29<Ë�4$=6.も��:=-き)
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安~�38上Þ§1<原¢3Dラ�GロZOHラV�aÞÐ×k��3高�Lp/�+)
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YKYASJMAPdÍÖ¸ÜEQaLÞYKV@MaLÞYKY\TaLÞアJ]O

ラ_KVェラaL等Ý!´々3Ù��¨�3©���2関与(<$/!ÞUO8ZBK3

Õe学­Ë�29+-�±%=-�<ß& &1!:Þ03YKYASJMAPバ\ア_

O!Þ健康1状�/比べ-©­1状�.蓄積あ<�4欠乏&-�<3 4不明166.あ

<ß��Æ>�¥&)©�°µ!Ò75Þ¨�3原w/1+);Þ¨�>反映&);(<

YKYASJMAPバ\ア_O! ~%=ÞÙ��¨�3医«3Ò歩2,1!<可能�!

あ<ß6)Þそ39う1°µ4ÞÁÐ!司<¤命¡象3本�Ë明2寄与(<も3/考え:

=<ß 

30%*���)������
��
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1. )u J,., Pemberton JG., Morioka S., Sasaki J., Bablani P., Sasaki T., Balla T., Grinstein S., Freeman SA.
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(Jun 2025) 

Sorting nexin 10 regulates lysosomal ionic homeostasis via ClC-7 by controlling PI(3,5)P2. 

J Cell Biol. 224:e202408174. 

2. Nishio M., Yamaguchi K., Otani J., Yuguchi K., Kohno D., Sasaki T., Kitamura T., Shinohara M., Soga 

T., Kawamura K., Sasaki AT., Oshima M., Hikasa H., )oo M., Sasaki T., Nishina H., Nakao K., Maehama 

T., Suzuki A.  (Apr 2025) 

MOB1 deletion in murine mature adipocytes ameliorates obesity and diabetes. 

Proc. Natl. Acad. Sci USA. 122:e2424741122. 

3. ,hou *., van der Stoel MM., Kaptan S., Li H., Li S., HIlttG M., (ihinen H., Jokitalo E., Thiele C., 
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当部門は，「骨格筋の難病克服から健康寿命の延伸まで」を研究目標として掲げ，骨格

筋の再生や可塑性の分子基盤の解明を目指している．本年度は，特に難治性筋疾患の病態

メカニズムの解明について取り組んだ．

顔面肩甲上腕型筋ジストロフィー（FSHD）は，遺伝性かつ進行性の筋疾患で，現在根本

的治療法はない．FSHDでは，DUX4という細胞毒性をもつ転写因子が骨格筋に誤発現する．

DUX4の誤発現はFSHDの発症要因になると考えられているが，DUX4がどのように細胞毒性

を発揮し骨格筋に障害を与えるのか，そのメカニズムについてはあまりわかっていなかっ

た．我々は，FSHD患者およびFSHDモデル（DUX4-Tg）マウスの骨格筋において鉄が異常蓄

積していることを見出した．DUX4-Tg マウスに高用量鉄含有食の摂餌または鉄製剤を静脈

投与すると筋内鉄異常蓄積，筋力低下，運動機能低下等は著しく改善され，一方，鉄欠乏

食を与えると病態は増悪した．また，DUX4によって誘導される鉄依存性細胞死であるフェ

ロトーシス経路の活性化は，鉄投与により効果的に抑制できることがわかった．フェロト

ーシス関連化合物ライブラリーを用いたハイスループットスクリーニングを実施したとこ

ろ，フェロトーシス阻害剤フェロスタチン-1（Fer-1）を同定した．DUX4-TgマウスにFer-

1を投与すると筋力や運動機能に顕著な改善効果が認められた．以上の結果から，DUX4が

誘発する細胞毒性に鉄代謝異常をともなうフェロトーシス経路の活性化が関連することが

明らかになった（論文3）．
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